
イ
ン
ド
音
楽
の
世
界

|
|
楽
器
に
見
る
人
々
の

「
こ
だ
わ
り
」

田
中
多
佳
子

l 

は
じ
め
に

本
章
は
、
イ
ン
ド
音
楽
の
特
質
を
楽
器
に
着
目
し
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
民
族
音
楽
学
の
立
場
か
ら
、
三

O
年
来
、
イ
ン
ド
と
関
わ
り
、
主
に
ヒ
ン
ド
ゥ

l

教
や
イ
ス
ラ
l

ム
の
宗
教
歌
謡

に
つ
い
て
の
研
究
を
続
け
、
そ
の
観
点
か
ら
イ
ン
ド
音
楽
に
つ
い
て
の
著
作
を
著
し
て
き
た
[
田
中
一
九
九

O
、
田
中
二

0
0

五
a

、
田
中
二

O
O

八
]
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
八
六
年
か
ら
一0
年
間
、
出
身
校
の
東
京
芸
術
大
学
で
、
故
小
泉
文(1)

 

夫
教
授
の
記
念
資
料
室
助
手
と
し
て
、
そ
の
収
集
資
料
ー
ー
と
り
わ
け
楽
器
資
料
の
整
理
・
研
究
と
い
う
仕
事
に
携
わ
り
、

(2) 

以
来
、
楽
器
に
も
深
い
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
資
料
室
所
蔵
楽
器
の
ホ
ー
ム
ペ
l

ジ
を
皮
切
り
に
、
い
く
つ
か
の
楽
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器
関
連
の
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
の
制
作
に
も
関
わ
っ
て
き
た
し
、
楽
器
関
連
の
共
同
研
究
に
も
携
わ
り
、
二
O
O
八
年
度
か
ら
三

年
間
は
研
究
代
表
者
と
し
て
科
学
研
究
費
を
得
て
「
楽
器
の
わ
ぎ
学
の
伝
承
と
グ
ロ
l

パ
リ
ゼ
l

シ
ョ
ン
」
と
題
す
る
共
同

研
究
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

も
っ
と
も
、
筆
者
の
い
う
「
楽
器
」
は
通
常
こ
の
言
葉
か
ら
は
想
起
さ
れ
な
い
よ
う
な
も
の
を
多
く
含
む
。
例
え
ば
、
ウ

ェ
プ
サ
イ
ト
「
身
近
な
音
具
た
ち
」
に
は
、
で
ん
で
ん
太
鼓
や
カ
ウ
ベ
ル
、
う
ぐ
い
す
笛
、
タ
ン
ポ
ポ
笛
と
い
っ
た
、
楽
器

と
い
う
よ
り
は
玩
具
・
生
活
用
具
あ
る
い
は
法
具
と
い
う
べ
き
も
の
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
。
「
楽
器
」
を
い
わ
ゆ
る

「
(
音
)
楽
の
器
」
と
定
義
す
る
と
「
(
音
)
楽
と
は
何
か
」
と
い
う
大
命
題
を
避
け
て
通
れ
な
く
な
る
。
そ
こ
に
入
り
込
ま

ず
に
、
広
く
音
の
鳴
る
世
界
か
ら
人
聞
の
音
楽
文
化
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
筆
者
は
通
常
、
い
わ
ゆ
る
楽
器
を
も
含
め
て
人

聞
が
音
を
鳴
ら
す
た
め
に
使
用
し
て
い
る
道
具
の
総
称
と
し
て
「
音
具
」
(
ω
o
c
ロ
仏
買
O
己
R
E
m
g
o
Z
)と
い
う
言
葉
を
使

用
し
て
い
る
。
本
稿
の
テ
l

マ
た
る
「
楽
器
」
も
こ
の
「
音
具
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
本

稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
楽
器
(
音
具
)
を
切
り
口
と
し
て
イ
ン
ド
音
楽
の
世
界
を
眺
め
、
最
新
の
研
究
成
果
J

も
紹
介
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
。

き
て
、
イ
ン
ド
の
話
に
入
る
前
に
、
一
般
論
と
し
て
の
音
楽
と
楽
器
と
の
関
係
を
確
認
し
て
お
こ
う
(
図
l
)
。
音
楽
の

現
場
で
は
、
た
と
え
ば
音
楽
家
が
自
ら
の
声
で
歌
う
と
い
う
行
為
は
音
楽
の
中
で
も
「
声
楽
」
と
呼
ば
れ
、
音
楽
家
が
楽
器

と
い
う
道
具
を
奏
す
る
と
い
う
行
為
は
「
器
楽
」
と
呼
ば
れ
る
。
音
楽
家
の
こ
う
し
た
行
為
の
結
果
、
彼
ら
を
離
れ
て
そ
こ

に
鳴
り
響
い
て
い
る
音
響
が
狭
義
の
「
音
楽
」
で
あ
る
。

音
楽
家
が
聴
き
手
(
聴
衆
)
を
兼
ね
る
、
鼻
歌
や
ハ
ミ
ン
グ
の
よ
う
な
場
合
も
な
く
は
な
い
が
、
多
く
の
場
合
、
音
楽
の

聴
き
手
は
別
に
存
在
し
、
音
楽
家
は
絶
え
ず
そ
の
反
応
に
神
経
を
配
り
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
演
奏
行
為
を
続
け
る
。
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音楽と楽器の関係

器
楽
が
声
楽
と
異
な
る
の
は
、
音
楽
家
の
目
指
す
音
楽
が
、
音
楽
家

自
身
の
行
為
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
の
で
な
く
、
音
を
出
す
た

め
の
何
ら
か
の
道
具
〈
音
具
〉
す
な
わ
ち
楽
器
を
介
し
て
実
現
さ
れ

る
点
に
あ
る
。
自
ら
の
身
体
の
具
体
的
な
動
き
の
結
果
「
楽
器
か
ら

こ
う
い
う
音
が
出
て
欲
し
い
。
こ
ん
な
風
に
鳴
り響
い
て
欲
し
い
」

と
い
う
音
楽
家
の
欲
求
は
、
楽
器
の
作
り
手
や
職
人
が
そ
れ
を
理
解

し
、
楽
器
が
そ
の
よ
う
に
製
作
・
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め

て
実
現
さ
れ
る

。

と
こ
ろ
が
、
楽
器
製
作
者
や
楽
器
職
人
は
そ
札
ほ

ど
深
く
器
楽
に
関
わ
っ
て
い
な
が
ら
、
音
楽
家
・
鳴
り
響
く
音
響
・

聴
き
手
と
い
う
構
図
か
ら
な
り
た
つ
(
広
義
の
)
音
楽
の
場
に
は
い

な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。

楽
器
は
、
器
楽
演
奏
の
場
で
は
音
楽
家
の
意
図
す
る
音
楽
を
実
現

さ
せ
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し
て
、
音
楽
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る

。

だ
が
、
音
楽
が
本
質
的
に
瞬
時
に
消
え
ゆ
く
音
と
い
う
不
確
か
な
も

の
に
依
拠
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
楽
器
は
、
モ
ノ
と
し
て
の

実
態
|
|
素
材
、
形
状
、
構
造
、
大
き
さ
、
重
さ
ー
ー
と
い
っ
た
相

互
に
比
較
し
得
る
具
体
的
情
報
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

長
い
ス
パ
ン
で
考
え
れ
ば
楽
器
は
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
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時
代
や
地
域
や
個
人
の
音
楽
に
関
わ
る
ニ
i

ズ
に
合
わ
せ
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
さ
れ
、
取
捨
選
択
さ
れ
、
改
良
さ
れ
て
、
絶

え
ず
変
化
し
続
け
て
ゆ
く
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
今
の
イ
ン
ド
の
楽
器
に
は
、
古
今
の
イ
ン
ド
の
人
々
の

音
楽
へ
の
こ
だ
わ
り
が
確
実
に
反
映
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
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イ
ン
ド
音
楽
の
基
礎
知
識

イ
ン
ド
の
楽
器
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
音
楽
に
関
す
る
最
低
限

A地
礎
的
事
項
を
確
認

し
て
お
こ
う

。

詳
細
は
音
楽
事
辞
典
類
の
「
イ
ン
ド
」
の
項
目
や
イ
ン
ド
音
楽
概
説
書
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
音
楽
の
位
置
づ
け

「イ
ン
ド
音
楽
」
と
い
う
際
の
イ
ン
ド
は
、
今
日
の
イ
ン
ド
共
和
国
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
も
し
く
は
南
ア
ジ
ア
、

す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
と
ア
ジ
ア
が
あ
る
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
大
陸
の
南
端
を
占
め
る
地
域
を
き
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
れ

ば
大
陸
の
東
の
果
て
、
極
東
ア
ジ
ア
に
日
本
が
あ
り
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
中
聞
を
南
下
し
た
も
う
一
つ
の
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
吹
き
だ
ま
り
が
イ
ン
ド
で
あ
る
。

こ
の
構
図
は
あ
る
程
度
、
音
楽
文
化
に
も
あ
て
は
ま
る
。
ア
ジ
ア
の
東
端
で
ア
ジ
ア
ら
し
き
と
日
本
の
独
自
性
を
も
っ
日

本
音
楽
と
、
そ
の
日
本
に
近
代
以
降
大
き
な
影
響
を
与
え
た
西
洋
音
楽
、
そ
し
て
、
古
く
か
ら
両
者
の
中
間
的
な
性
格
と
独

自
性
と
を
合
わ
せ
持
つ
イ
ン
ド
音
楽
の
関
係
で
あ
る
。
具
体
例
を
あ
げ
れ
ば
、
雑
音
分
を
含
む
音
色
や
装
飾
的
単
旋
律
の
噌

好
と
い
っ
た
汎
ア
ジ
ア
的
な
共
通
要
素
は
、
イ
ン
ド
音
楽
に
も
日
本
音
楽
に
も
見
ら
れ
る
。
し
かし、
同
時
に
、
イ
ン
ド
音



楽
は
、
伝
統
音
楽
に
も
西
洋
楽
器
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
り
、
七
音
音
階
・
一
二
律
を
基
盤
と
し
た
り
と
い
っ
た
、

ロ
ッ
パ
芸
術
音
楽
と
の
共
通
要
素
を
も
兼
ね
備
え
て
い
る。
さ
ら
に
、

ラ
l
ガ
や
タ
l
ラ
と
い
っ
た
独
特
な
理
論
体
系
(
後

(
6
)
 

述
)
や
、
「
ド
ロ
ー
ン
(
持
続
音
ご
の
重
用
と
い
っ
た
個
性
も
あ
る
。
小
泉
が
半
世
紀
以
上
前
に
イ
ン
ド
に
留
学
し
た
の
は
、

西
洋
と
日
本
の
中
間
に
あ
り
し
か
も
理
論
的
に
も
芸
術
的
に
も
完
成
度
の
高
い
イ
ン
ド
を
第
三
の
視
点
と
す
る
、
「
音
楽
を

考
え
る
三
角
点
」
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
[
岡
田
一
九
九
五
一
一
一
一
]
。

宗
教
的
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
「
イ
ン
ド
」
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
l

」
と
い
っ
た
語
は
、
古
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
、

西
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
|
ム
教
徒
(
ム
ス
リ
ム
)
た
ち
が
、
「
ス
イ
ン
ド
ゥ
」
(
イ
ン
ダ
ス
河
の
古
名
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
)

以
東
に
居
住
す
る
人
々
を
漠
然
と
指
し
た
呼
称
で
あ
り
、
一
義
的
に
は
「
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
非
ム
ス
リ
ム
」
の
意
に
他
な

ら
な
か
っ
た
。
今
日
の
南
ア
ジ
ア
に
は
、
約
六
割
を
占
め
る
ヒ
ン
ド
ゥ

l

教
徒
の
ほ
か
、
約
三
割
の
イ
ス
ラ
1

ム
教
徒
と
、

数
パ
l

セ
ン
ド
の

キ
リ
ス
ト
教
徒
や
ス
ィ
ク
教
徒
、
仏
教
徒
、
ご
く
少
数
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
や
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
、
そ
し

て
放
浪
の
宗
教
歌
人
パ
ウ
ル
な
ど
も
い
る
。
多
数
を
占
め
る
ヒ
ン
ド
ゥ
l

教
徒
も
、
カ
ー
ス
ト
や
ジ
ャ
l

テ
ィ
、
地
域
、
教

義
な
ど
に
よ
り
か
な
り
細
分
化
さ
れ
た
宗
派
や
教
団
が
あ
る
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
宗
教
儀
礼
や
祭
胞
の
形
も
目
的
も
、

付
臨
す
る
音
楽
芸
能
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
楽
器
に
も
細
か
い
使
い
分
け
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
言
語
的
・
地
理
的
・
文
化
的

区
分
と
し
て
よ
く
言
及
さ
れ
る
「
北
イ
ン
ド
」
と
「
南
イ
ン
ド
」
の
区
分
は
音
楽
の
文
化
圏
で
も
あ
り
、
必
ず
意
識
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
区
分
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
音
楽
や
楽
器
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
は
、
全
体
を
貫
く
よ
う
な
共
通
点
も
あ
る
が
、
地
理
的
・
言
語

的
・
社
会
的
・
宗
教
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
は
常
に
念
頭
に
置
い
て
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

ヨ
ー
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イ
ン
ド
に
お
け
る
「
音
楽
」
と
声
楽
/
器
楽

イ
ン
ド
で
は
、
今
日
の
「
音
楽
」
に
あ
た
る
語
と
し
て
古
来
「
サ
ン
ギ
l

タ

S
U
E
S」
と
い
う
サ
ン
ス
ク
リ

ッ

ト
語
が

用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
語
で
も
「
音
楽
」
と
い
う
語
が
=
ヨ
5

片
=
と
同
義
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
せ
い
ぜ
い
明
治
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
、
「
サ
ン
ギ
|
タ
」
が
具
体
的
に
指
し
示
す
内
容
は
、
古
代
か
ら
今

日
に
至
る
ま
で
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
て
き
た
。
イ
ン
ド
最
古
の
音
楽
文
献
で
も
あ
る
演
劇
理
論
書
『
ナ
l

テ
ィ
ヤ
・
シ
ヤ
|

(7) 

ス
ト
ラ

(
3
・
ま
さ
と
に
よ
る
と
、
サ
ン
ギ
!
タ
と
は
、

.

「
演
劇
に
付
随
す
る
、
楽
器
演

奏

(
ヴ
ァ
l

デ
ィ
ヤ

〈
包
一苫
)
や
踊
り
(
ヌ
リ
テ
ィ

ヤ
三
ぞ

ω
)
を
伴
っ
た
歌
(
ギ
!
タ

巴
E

こ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
三
世
紀
に
シ
ャ
l

ル

ン
ガ
デ
l

ヴ
ァ

ω似
3
m包
ぬ
〈
釦
が
著
し
た
と
さ
れ
る
音
楽
理
論
書
『
サ
ン
ギ
i
タ

・
ラ
ト
ナ

l

カ
ラ
印
刷
呂
也EE
古
川
山
}
白
『
と

で
は
、
舞
踊
は
切
り
離
さ
れ
た
も
の
の
、
サ
ン
ギ
l

タ
は
依
然
と
し
て
「
楽
器
演
奏
を
伴
っ
た
歌
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

器
楽
は
声
楽
に
従
属
す
る
地
位
に
置
か
れ
て
い
た
。
サ
ン
ギ
l
タ
が
、
英
語
の

z

自
己
包
円υ
=
に
近
づ
き
、
器
楽
は
音
楽
の

中
で
声
楽
と
対
等
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
現
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る

。

以
上
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
の
音
楽
は
、
古
代
に
は
、
歌
舞
伎
や
オ
ペ
ラ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
よ
う
な
総
合
芸
術

の
一
部
で
あ
っ
て
演
劇
や
舞
踊
と
分
か
ち
難
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
近
代
に
至
る
ま
で
音
楽
の
王
道
は
あ
く
ま
で

声
楽
で
あ
っ
て
、
器
楽
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
や
代
替
の
脇
役
で
あ
り
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
楽
器

は
、
歌
に
よ
り
近
づ
く
こ
と
で
、
音
楽
に
お
け
る
優
位
性
を
少
し
ず
つ
高
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
音
楽
の
区
分

一
般
に
、
ど
の
地
域
の
音
楽
も
、
そ
の
音
楽
の
主
た
る
担
い
手
や
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
着
目
し
て
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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当
該
文
化
の
権
力
者
側
や
支
配
層
に
よ
っ
て
積
極
的
に
保
護
・
奨
励
・
記
述
さ
れ
て
き
た
音
楽
と
、
文
化
の
基
層
を
な
す

人
々
す
な
わ
ち
一
般
庶
民
が
日
常
生
活
の
中
で
行
い
無
意
識
の
う
ち
に
受
け
継
い
で
き
た
音
楽
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
前

者
は
、
特
定
の
師
の
も
と
で
何
年
も
修
行
を
す
る
師
弟
制
度
の
中
で
初
め
て
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
専
門
家
」
に
よ

る
音
楽
で
「
芸
術
音
楽
」
(
ωユ
自
己
位
。
)
あ
る
い
は
「
古
典
音
楽
」P
E
g
-
s
-
5
5
5
と
呼
ば
れ
る
。
日
本
の
音
楽
で

い
え
ば
、
貴
族
や
皇
室
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
た
雅
楽
、
武
士
が
奨
励
し
て
き
た
能
楽
、
町
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た
等
や

三
味
線
な
ど
の
近
世
邦
楽
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
イ
ン
ド
の
古
典
音
楽
の
主
な
パ
ト
ロ
ン
は
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
若

干
異
な
る
が
、
主
に
ヒ
ン
ド
ゥ

l

寺
院
や
ヒ
ン
ド
ゥ
l

諸
侯
、
イ
ス
ラ
l

ム
宮
廷
な
ど
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
一
般
庶
民
の
音
楽
は
「
民
俗
音
楽
」
(
向
。
宗
自
己
包
【
リ
)
と
称
さ
れ
、
各
地
の
民
謡
や
わ
ら
べ
う
た
等
が
こ

れ
に
あ
た
る
。
地
域
性
が
と
て
も
強
い
も
の
で
、
紙
幣
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
言
語
だ
け
で
も
一
八
を
数
え
る
な
ど
、
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
全
主
に
匹
敵
す
る
広
大
な
イ
ン
ド
は
、
民
俗
音
楽
の
豊
富
さ
に
お
い
て
も
傑
出
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
例
え
ば
、
僧
侶
の
読
経
の
よ
う
に

、
さ
ま
ざ
ま
な

宗
教
や
儀
礼
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
音

楽
を
「
宗
教

音
楽
」
(
円
巳
百
一
0
5
5
5
R
)
と
別
立
て
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
宗
教
の
種
類
が

多
く
複
雑
な
だ
け
、
そ
れ
ら
に
付
臨
す
る
芸
能
も
多
岐
に
わ
た
る
。

ま
た
、
一
九
世
紀
末
の
録
音
技
術
の
発
明
以
来
、
世
界
中
に
急
速
に
広
ま
っ
て
き
た
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
媒
介
を
前
提
と

す
る
音
楽
」
は
一
般
に
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
(
大
衆
音
楽
ご
と
呼
ば
れ
る
。
イ
ン
ド
の
言
葉
で
は
「
フ
ィ
ル
ミ

l
E
B

円

(
映
画
の
)
」
音
楽
が
長
い
間
そ
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
、
映
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
介
さ
な
い
音
楽
の
台
頭
に

よ
り
、
「
ポ
ッ

プ
ス
匂
O
匂
ω
」
な
ど
の
英
語
的
な
呼
び
方
も
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
音
楽
自
体
の
区
分
も
、
楽
器
を
観
察
す
る
際
に
は
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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イ
ン
ド
の
楽
器
を
め
ぐ
っ
て
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以
上
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
ご
と
に
イ
ン
ド
の
楽
器
を
具
体
的
に
観
て
ゆ
こ
う
。

古
典
音
楽
の
演
奏
形
態
と
楽
器
の
組
み
合
わ
せ

イ
ン
ド
の
芸
術
音
楽
(
古
典
音
楽
)
は
、

「
シ
ャ
l

ス
ト
リ

l

ヤ
(
理
論
的
な
)
・
サ
ン
ギ
l

ト
」
と
総
称
さ
れ
る
が
、

師
と
の
修
行
の
中
で
音
楽
家
が
具
体
的
に
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ラ
ー
ガ
品
問ω
や
タ
l

ラ

E
E

と
い
っ
た

独
特
の
理
論
体
系
に
の
っ
と
っ
た
演
奏
様
式
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
古
典
音
楽
と
は
、
旋
律
に
関
す
る
複
雑
な

理
論
体
系
ラ
|
ガ
と
、
リ
ズ
ム

に
関
す
る
理
論
体
系
タ
l

ラ
に
則
し
て
行
わ
れ
る
、
独
唱

・
独
奏
の
即
興
的
な
単
旋
律
の
音

楽
と
定
義
づ
け
ら
れ
、
今
日
、
ヒ
ン
ド
ゥ
l

教
徒
の
伝
統
を
色
濃
く
残
す
南
イ
ン
ド
の
音
楽
様
式
(

「
カ
ル
ナ
l

タ
カ

音

楽
」)
と
、
イ
ス
ラ
l

ム
の

影
響
の
強
い
北
イ
ン
ド
の
音
楽
様
式
(

「
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ニ
l

音
楽
」
)
と
に
大
き
く
二
分
さ

れ
る
。
こ
の
小
論
の
目
的
か
ら
ず
れ
る
の
で
こ
れ
ら
の
説
明
は
避
け
る
が
、
同
じ
古
典
音
楽
で
も
南
北
で
は
具
体
的
に
使
用

さ
れ
る
楽
器
も
全
く
異
な
る
た
め
、
ど
ち
ら
の
様
式
か
は
常
に
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

図
2

は
、
北
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ

l

ニ
l

音
楽
の
代
表
的
な
声
楽
家
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ス
ラ

l

ジ
司
自
門
宮

E
R
と

(
包ω
?
)
に
よ
る
四
半
世
紀
ほ
ど
前
の
演
奏
会
の
様
子
で
あ
る
。
声
楽
家
は
中
央
に
座
し
、
ラ
ー
ガ
の
規
則
を
踏
ま
え
て
繊

細
な
旋
律
的
即
興
演
奏
を
一
人
声
で
行
う
。
演
奏
中

、
独
奏
・
独
唱
者
の
た
め
に
鳴
ら
し
続
け
ら
れ
る
基
準
音
を
ド
ロ
ー
ン

と
い
い
、
イ
ン
ド
音
楽
に
は
欠
か
せ
な
い
。
ジ
ャ
ス
ラ
ー
ジ
の
両
脇
後
ろ
で
奏
さ
れ
て
い
る
二
台
の
弦
楽
器
「
タ
ー
ン
プ
l



一
フl

」
(
南
で
は
タ
ン
プl
ラ
と
発
音
)
は
ド
ロ
ー
ン
専
用
の
楽
器
で
あ
る
。
一
台
し
か
用
い
な
い
場
合
も
、

か
ら
奏
で
る
場
合
も
あ
る
が
、
通
常
四
i

六
本
の
金
属
弦
が
、
開
放
の
ま
ま
一
本
ず
つ
順
番
に
歌
い
手
に
聞
こ
え
る
よ
う
に

弾
か
れ
る
。
こ
れ
に
、
リ
ズ
ム
周
期
を
刻
む
太
鼓
が
必
ず
つ
く
が
、
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は北
イ
ン
ド
の
両
面
太
鼓

「
パ
カ
!
ワ
ジ
ュ
」
(
左
)
で
あ
る
。

古
典
音
楽
に
は
必
須
な
楽
器
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
声
の
旋
律
を
な
ぞ
る
よ
う
に
装
飾
す
る
た
め
に
、
小
型
で
手
こ
ぎ

の
リ
l
ド
オ
ル
ガ
ン
「
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
」
(
右
手
前
)
も
使
わ
れ
て
い
る
。
独

自
の
ス
ト
ッ
プ
(
音
栓
)
を
操
作
す
る
と
、
旋
律
と
同
時
に
ド
ロl
ン
も
鳴
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

一
見
、
大
編
成
だ
が
、
「
独
唱
者
+
太
鼓
+
ド
ロ
l

ン
楽
器
」
の
三
者
の
組

み
合
わ
せ
が
、
古
典
声
楽
(
独
唱
)
の
基
本
的
演
奏
形
態
で
あ
る
。
イ
ン
ド
古

典
声
楽
は
、
声
楽
と
は
い
え
歌
詞
の
意
味
は
副
次
的
な
も
の
で
、
ナ
ン
セ
ン

ス
・
シ
ラ
ブ
ル
を
多
く
用
い
、
音
高
と
リ
ズ
ム
の
側
面
に
集
中
し
て
行
う
「
声

の
即
興
演
奏
」
と
も
い
う
べ
き
音
楽
で
あ
る
。
古
典
器
楽
(
独
奏
)
は
、
楽
器

が
そ
の
声
を
う
ま
く
模
倣
し
、
声
楽
家
に
置
き
代
わ
る
こ
と
で
誕
生
し
た
。
つ

ま
り
、
声
に
よ
り
近
く
、
声
の
模
倣
に
巧
み
な
楽
器
が
古
典
音
楽
の
独
奏
楽
器

と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
楽
器

に
は
、
例
え
ば
、
な
め
ら
か
な
音
高
変
化
が
操
作
し
や
す
い
、
ヴ
ィ
l

ナ
|

(
南
)
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
(
南
)
、
シ
タl

ル
(
北
)
、
サ
ロ
ー
ド
(
北
)
な
ど
の

インド音楽の世界

声
楽
家
み
ず

図 2
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弦
楽
器
や
、
息
遣
い
が
そ
の
ま
ま
生
か
せ
る
、
ナ
ー
ガ
ス
ヴ
ァ
ラ
ム
(
南
)
や
シ
ャ
ハ
ナ
l

イ

l
(
北
)
、
パl
ン
ス
リ
ー

(
北
)
と
い
っ
た
管
楽
器
が
あ
る
。
器
楽
独
奏
の
演
奏
形
態
に
も
リ
ズ
ム
的
な
伴
奏
を
担
当
す
る
太
鼓
は
欠
か
せ
な
い
が
、

独
奏
楽
器
自
体
に
ド
ロ
l

ン
弦
や
ド
ロ
l

ン
管
を
も
備
え
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
器
楽
独
奏
で
は
ド
ロ
ー
ン
楽
器
を
用
い
な

い
こ
と
も
あ
る
。
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宗
教
音
楽
と
楽
器

イ
ン
ド
に
は
多
く
の
宗
教
や
宗
派
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
声
や
楽
器
を
用
い
た
独
自
の
宗
教
音
楽
が
あ
る
。
古
来
、

ド
ゥ

l

寺
院
は
音
楽
芸
能
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
て
き
た
た
め
古
典
音
楽
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
が
、
宗
教
に
よ
り
音
楽
や
楽

器
に
関
す
る
と
ら
え
方
や
目
的
が
異
な
る
た
め
、
儀
礼
や
信
仰
の
場
に
お
け
る
楽
器
の
取
捨
選
択
や
用
法
な
ど
は
、
当
然
、

古
典
音
楽
と
は
異
な
る
点
が
多
い
。

図
3

は
、
筆
者
が
長
年
調
査
対
象
と
し
て
き
た
、
北
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
l

寺
院
に
伝
わ
る
宗
教
歌
謡
「
サ
マ
l

ジ
ュ
・

ガ
l

ヤ
ン
」
の
演
奏
風
景
で
あ
る
。
中
心
と
な
る
僧
侶
が
小
型
シ
ン
バ
ル
「
ジ
ャ
l

ン
ジ
ュ
」
を
打
ち
な
が
ら
神
へ
の
賛
歌

を
歌
い
、
そ
の
他
の
僧
侶
た
ち
が
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
や
シ
ン
バ
ル
を
奏
し
な
が
ら
唱
和
し
、
北
の
太
鼓
パ
カ
l

ワ
ジ
ュ
で
リ
ズ

ム
伴
奏
さ
れ
て
い
る
。

各
種
の
小
型
シ
ン
バ
ル
や
、
木
枠
に
シ
ン
バ
ル
を
取
り
付
け
た
「
カ
ル
タ
l

ル
」
(
図4
、
図

5
)
の
よ
う
な
ク
ラ
ッ
パ

ー
の
類
は
、
念
仏
風
な
唱
え
ご
と
で
は
拍
子
を
と
る
の
に
欠
か
せ
な
い
楽
器
で
あ
る
。
図
6
は
、
一
九
九
六
年
に
聖
地
パ
ナ

!
ラ
ス
の
路
地
裏
で
出
会
っ
た
放
浪
の
宗
教
歌
人
で
、
右
手
で
カ
ル
タ
l

ル
を
打
ち
な
が
ら
神
話
を
語
っ
て
い
た
。

日
本
の
仏
教
寺
院
に
は
、
木
魚
や
木
鐸
、
鈴
・
鐘
な
ど
数
々
の
音
を
出
す
だ
め
の
法
具
が
豊
富
に
あ
る
。
イ
ン
ド
の
ヒ
ン

ヒ
ン



ド
ゥ

l

教
や
バ
ラ
モ
ン
教
、
仏
教
等
の
寺
院
で
も
、
法
螺
貝
の
ラ
ッ
パ
「
シ
ャ
ン
カ
」
(
図
7
)
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
「
ガ
ン
テ

ィ

l

」
(
図
8
)、
大
型
の
銅
鐸
「
ガ
ン
タ
l

」
(
図9
)
な
ど
は
、
神
々
を
目
覚
め
さ
せ
た
り
、
そ
の
場
を
浄
化
し
た
り
、

祈
り
の
言
葉
を
神
に
伝
え
た
り
す
る
際
に
は
欠
か
せ
な
い
。

図
叩
は
、
「
グ
ル
ド
ワ
l

ラ

l
(
神
の
住
ま
い
)
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ィ
ク
教
の
寺
院
内
部
の
様
子
で
あ
る
。
「
ラ
l

ギ
l

」

と
呼
ば
れ
る
三
人
一
組
の
専
属
の
音
楽
家
た
ち
が
、
聖
典
『
ア
l
デ
ィ
・
グ
ラ
ン
ト
』
が
把
ら
れ
た
祭
壇
の
横
で
、
そ
の
聖

」一一
図 5図 4
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図 6



図 7

図 9

図 10
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図 8

句
を
終
日
歌
い
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
用
い
ら
れ
て
い
る
楽
器
は
北
イ
ン
ド
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ニ
個
一
対
の
太
鼓

(
8
)
 

「
タ
プ
ラl

・
パ
l

ヤ
l

ン
」
と
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
で
あ
る
。

イ
ス
ラ

l

ム
世
界
で
は
、
宗
教
性
の
強
い
場
で
は
、
楽
器
や
器
楽
は
宗
教
的
理
性
を
乱
す
も
の
と
し
て
避
け
ら
れ
、
も
っ

ぱ
ら
声
が
音
楽
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
例
え
ば
、
ア
ラ
ブ
の
民
俗
音
楽
や
神
秘
主
義
者
た
ち
の
世
界

で
、
楽
器
に
準
じ
る
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
手
拍
子
で
あ
る
。
図
け
は
南

γ
ジ
ア
の
ス

l
フ
ィ
l

独
特
の



宗
教
歌
謡
「
カ
ッ
ワ
l

リ
|
」
の
演
奏
形
態
で
、
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
を
弾
き
な
が
ら
歌
う
主
唱
者
と
タ
プ
ラ

l

・
パl
ヤ
l

ン

の
奏
者
以
外
は
、
全
員
歌
い
な
が
ら
手
を
打
つ
。
両
手
を
大
き
く
聞
い
て
左
右
均
等
に
打
ち
合
わ
せ
「
パ

l

ン
」
と
大
き
く

乾
い
た
音
を
鳴
ら
す
こ
の
独
特
な
手
拍
子
は
「
タl
リ

l

」
と
呼
ば
れ
、
打
楽
器
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

楽
器
と
素
材
に
つ
い
て

イ
ン
ド
は
楽
器
の
宝
庫
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
複
雑
な
文
化
的
背
景
か
ら
、
音
楽

芸
能
自
体
の
種
類
が
多
い
こ
と
に
あ
る
。
芸
能
ご
と
に
異
な
る
楽
器
や
楽
器
編
成
を

も
つ
た
め
、
楽
器
の
種
類
も
豊
富
に
な
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
北
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

か
ら
中
央
の
デ
カ
ン
高
原
、
南
の
亜
熱
帯
の
島
均
ま
で
変
化
に
富
む
自
然
の
反
映
と

し
て
、
楽
器
に
用
い
ら
れ
る
素
材
が
豊
富
な
こ
と
に
あ
る
。
古
代
中
国
に
は
、
楽
器

を
素
材
に
よ
り
「
金
、
石
、
糸
、
竹
、
鞄
、
土
、
革
、
木
」
の
八
種
目
に
分
類
す
る

「
八
音
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
で
は
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
は
な
い
が
、

現
実
に
は
八
音
の
各
々
に
該
当
す
る
よ
う
な
楽
器
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
に
も
、

動
物
の
角
や
骨
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
で
で
き
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。

素
材
の
観
点
か
ら
、
比
較
的
想
像
が
つ
き
に
く
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
あ
げ
て
み

レ
」
で
つ
ノ
。

インド音楽の世界

図 11

八
音
の
「
鞄
」
は
、
日
本
で
は
「
ふ
く
べ
」
「
ひ
き
ご
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
古
来
、

酒
を
入
れ
る
容
器
や
柄
杓
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
、
ウ
リ
科
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
属
の
植
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物
の
芙
で
あ
る
。
ヒ
ン
デ
ィ
l

語
で
は
「
ト
ゥ
ン
パ

g
g
σ
と
と
呼
ば

れ
、
今
日
で
は
、
中
部
マ
ハl
ラ
l

シ
ュ
ト
ラ
州
ミ
ラ
ジ
ュ
地
方
と
東
部

ベ
ン
ガ
ル
地
方
ハ
ウ
ラ
l

地
区
の
ニ
カ
所
に
産
す
る
。
大
き
な
木
材
を
剥

り
抜
く
苦
労
を
思
え
ば
、
乾
燥
さ
せ
種
な
ど
を
と
り
除
い
た
だ
け
で
手
軽

に
大
き
な
器
が
得
ら
れ
る
た
め
、
楽
器
の
素
材
と
し
て
も
重
尻
さ
れ
て

(
9
)
 

い
る
。
北
イ
ン
ド
の
タ
l
ン
プ
|
ラ

i

や
シ
タ
ー
ル
と
い
っ
た
弦
楽
器
の

胴
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
蛇
使
い
の
箆
(
図
け
は
「
プ
l

ン
ギ
l

」
あ
る
い
は

「
マ
グ
デ
ィ
」
)
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
リ
ー
ド
の
つ
い
た
二
本
の
管
を
ふ

く
べ
の
気
室
に
差
し
込
み
、
ふ
く
べ
の
逆
側
先
端
か
ら
吹
く
双
管
の
笛
で
あ
る
。
通
常
、
鼻
か
ら
吸
い
な
が
ら
同
時
に
口
か

ら
は
く
動
作
を
連
続
的
に
行
う
「
循
環
呼
吸
」
法
で
息
継
ぎ
せ
ず
に
吹
か
れ
る
。
ち
な
み
に
蛇
に
は
耳
が
な
い
の
で
、
本
当

は
笛
の
音
で
は
な
く
、
管
の
動
き
や
人
の
息
に
反
応
し
て
い
る
ら
し
い
。

チ
ベ
ッ
ト
の
い
わ
ゆ
る
ラ
マ
教
の
仏
教
寺
院
に
は
、
素
材
と
し
て
最
も
恐
ろ
し
い
も
の
を
用
い
た
楽
器
が
あ
る
。
「
カ
ン

リ
ン
」
は
人
聞
の
大
腿
骨
の
部
分
の
骨
を
使
っ
た
ラ
ッ
パ
、
そ
し
て
、
人
間
の
子
供
の
頭
蓋
骨
の
頭
頂
部
を
胴
に
使
っ
た
小

鼓
「
ダ
マ
ル
」
も
あ
る
。
両
方
と
も
高
徳
の
僧
だ
け
に
取
り
扱
い
が
許
さ
れ
た
神
聖
な
法
具
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
人
が
首
狩

り
を
す
る
わ
け
は
な
く
、
大
き
な
植
物
が
入
手
困
難
な
乾
燥
の
地
で
、
大
切
な
法
具
の
素
材
を
得
る
た
め
の
生
活
の
知
恵
と

も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
研
究
者
か
ら
、
多
く
の
遺
体
が
葬
ら
れ
た
聖
な
る
ガ
ン
ジ
ス
川
の
川
底
に
あ
っ
た
も
の
を
、
イ
ン
ド

商
人
が
楽
器
の
素
材
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
ま
で
売
り
込
み
に
ゆ
く
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
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楽
器
を
通
じ
た
外
交
l
i
s
-
M
-

タ
ゴ
ー
ル

イ
ン
ド
の
楽
器
を
語
る
上
で
と
て
も
興
味
深
い
人
物
が
い
る
。
タ
ゴ
!
ル
と
い
え
ば
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ラ

ピ
l

ン
ド
ラ
ナ

l

ト
・
タ
ゴ
ー
ル
が
有
名
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
彼
と
祖
先
を
共
有
す
る
ス
リ
ン
ド
ロ
・
モ

l

ハ

(
日
)

;

ン
・
タ
ゴ
ー
ル
ω
R
E
骨
o
z
o
y
ω
ロ
寸
ω
m
O円
。

(
H∞ち
1
5
E
)
な
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
カ
ル
カ
ッ
タ
在
住
の
イ
ン
ド
人

音
楽
学
者
で
、
多
数
の
音
楽
書
を
執
筆
し
作
曲
も
手
が
け
た
。
ま
た
、
資
産
家
で
あ
っ
て
、
私
財
を
投
じ
て
、
一
八
七
一
年

に
は
ベ
ン
ガ
ル
音
楽
学
校
を
、
一
八
八
一
年
に
は
音
楽
研
究
所
を
設
立
し
た
と
い
う
[
吋
おOB
E

コ
、
井
上
二
O
O

七

一
八
五
l

九
九
]
。

特
筆
す
べ
き
は
、
彼
自
身
は
生
涯
イ
ン
ド
国
外
に
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
七
0
年
代
に
、
イ
ン

ド
の
多
様
な
楽
器
と
自
ら
執
筆
し
た
音
楽
書
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国

h

々
に
次
々
と
寄
贈
し
た
こ
と
で
あ
る
。

寄
贈
先
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
イ
タ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
イ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ギ
リ

シ
ア
、
ロ
ー
マ
教
皇
領
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
フ
リ
カ
(
ケ
l

プ
植
民
地
)
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
そ
し
て
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
に
ま
で
及
ん
だ
。

特
に
百
点
近
く
の
多
数
の
楽
器
の
寄
贈
を
受
け
た
ベ
ル
ギ
ー
の
プ
リ
ユ
ツ
セ
ル
の
王
立
博
物
館
で
は
、
初
代
学
芸
員
で
あ

っ
た
マ
イ
ヨ
ン
〈
甘
g
?

の
冨
ユ
g

云
ω
E
=
oロ

(
E
Bi
H
ω
N品
)
が
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
に
あ
た
っ
て
、
管
・
弦
・
打
と
い

う
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
的
な
楽
器
分
類
に
限
界
を
感
じ
、
古
代
イ
ン
ド
の
楽
器
分
類
法
を
参
考
に
新

た
な
楽
器
分
類
法
を
考
案
し
た
こ
と
は
、
音
楽
学
の
世
界
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
後
に
、
ド
イ
ツ
の
ホ
ル
ン
ボ
ス
テ
ル

開
門
戸
岳
き
ロ
出
0
5
σ
g
Z
吋
や
.
サ
ッ
ク
ス
の
ロ
ユωR
E

と
い
っ
た
研
究
者
た
ち
が
修
正
を
重
ね
て
完
成
さ
せ
た
そ
の
分
類
法
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は
、
彼
ら
の
名
前
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
M
H
S
分
類
法
」
と
呼
ば
れ
、
今

日
の
世
界
の
楽
器
分
類
法
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
楽
器
分
類
法
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
次
項
で
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
説
明
す
る
。
そ
れ
に
し

て
も
、
タ
ゴ
l

ル
は
、
な
ぜ
、
世
界
各
地
に
こ
れ
ほ
ど
の
楽
器
を
配
っ
た
の

か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
今
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る

の
か
。
多
く
の
興
味
深
い
研
究
課
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

二
O
O
九
年
九
月
、
筆
者
は
待
望
の
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
の
王
立
楽
器
博
物
館

(
回2
8
0
Z

冨
g
w
巳

E
a
E
g
g
g

冨
5
2
5
H

冨
同
冨
)
訪
問
が
か
な
い
、

イ
ン
ド
の
楽
器
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
品
に
、
タ
ゴl
ル
が
寄
贈
し
た
と
い
う
楽

器
数
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
(
図
日
)
。
展
示
品
は
、
楽
器
と
し
て
と

り
わ
け
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
保
存
状
態
も
よ
く
、
百
年
以
上
前

の
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
た
上
質
の
楽
器
を
眼
前
に
し
て
感
激
し
た
。

タ
ゴ
ー
ル
が
日
本
に
寄
贈
し
た
イ
ン
ド
楽
器
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
何
も

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
代
日
本
音
楽
史
の
研
究
者
の
塚
原
康
子
が
、
つ
い
に
そ
の
所
在
を
つ
き
と
め
、
同
月
、

!そ
れ

を
二
人
で
特
別
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
(
詳
細
は
塚
原
(
二

O

一
O
)
)。
タ
ゴ
l

ル
が
一
八
七
七
年
(
明
治
一
O
年
)

に
日
本
の
皇
室
宛
て
に
贈
っ
た
と
い
う
楽
器
は
、
今
日
、
東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
博
物
館
の
表

記
に
よ
れ
ば
「
サ
ラ
ン
ギ
」
「
キ
ン
ナ
リ
ピ
ナ
」
「
ニ
ヤ
ス
タ
ラ
ガ
」
の
三
点
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
の
言
語
か
ら
推
測
し
て

「
サl
ラ
ン
ギ

l
畠
E
A
己
「
キ
ン
ナ
リ
・
ヴ
ィl
ナ
l
E

ロ
ロω
ユ
己
包
」
「
ニ
ヤl
ス
・
タ
ラ
ン
グ
ロ
ユ
一
回gs
u
m」
と
の

図 13
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表
記
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

サ
l

ラ
ン
ギ
l

は
、
楽
器
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
所
蔵
品
に
は
弓
に
い
た
る
ま
で
、
イ
ン
ド
で
は
見
た
こ

と
も
な
い
蒔
絵
風
な
豪
華
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た
。
ニ
ヤ
l

ス
・
タ
ラ
ン
グ
は
、
一
見
シ
ン
プ
ル
な
円
錐
形
の
金
属
の
ラ

ッ
パ
風
な
も
の
二
本
で
あ
っ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
自
身
の
解
説
に
は
「
頬
に
あ
て
て
鳴
ら
す
」
な
ど
と
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
ま

で
イ
ン
ド
は
お
ろ
か
世
界
中
で
同
類
の
楽
器
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
ど
ん
な
音
が
す
る
の
か
想
像
す
ら
つ
か
な
い
珍
品
で
あ

っ
た
。
キ
ン
ナ
リ
・
ヴ
ィ
l

ナ
ー
は
、
イ
ン
ド
音
楽
史
に
度
々
登
場
す
る
歴
史
的
弦
楽
器
の
名
で
あ
る
が
、
実
物
を
見
た
時

に
は
二
人
で
感
激
の
声
を
上
げ
た
。
共
鳴
弦
を
持
た
な
い
小
型
の
シ
タ
i

ル
の
よ
う
な
楽
器
な
の
だ
が
、
共
鳴
胴
に
は
見
た

こ
と
も
な
い
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
の
殻
ら
し
き
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
感
激
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
5

で
改
め
て

シ
タ
|
》
製
作
と
関
連
づ
け
て
述
べ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
タ
ゴ
ー
ル
が
日
本
に
寄
贈
し
た
楽
器
は
、
三
点
と
数
は
少
な
い

も
の
の
、
日
本
を
意
識
し
た
特
別
仕
様
の
豪
華
な
装
飾
を
も
つ
も
の
や
、
イ
ン
ド
で
も
珍
し
い
逸
品
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
。
塚

原
[
二
O

一
O
]
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
義
理
難
く
そ
の
返
礼
と
し
て
雅
楽
器
一
揃
(
一
二
種
)
を
贈
っ
た
記
録
が
あ
る
と
い

う
が
、
そ
れ
ら
が
今
日
イ
ン
ド
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
今
後
も
調
査
を
続
け
て
い
与
た
い
。

インド音楽の世界

4 

イ
ン
ド
の
楽
器
概
観

マ
イ
ヨ
ン
が
新
し
い
楽
器
分
類
を
考
案
す
る
際
に
参
考
に
し
た
の
は
、
『
ナ

l

テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
l

ス
ト
ラ
』
に
見
ら
れ
る

も
の
で
、
楽
器
(
ヴ
ァl
デ
ィ
ヤ
)
を
、
「
ガ
ナ
m
F
S
ω
(団
体
の
)
・
ヴ
ァ
l

デ
ィ
ヤ
」
、
「
タ
タg
g
(
弦
の
)
・
ヴ
ア

l

デ
ィ
ヤ
」
、
「
ア
ヴ
ァ
ナ
ッ
ダ
州
当

ω
ロ
凶
門
置
}
出
(
膜
で
覆
わ
れ
た
)
・
ヴ
ア
|
デ
ィ
ヤ
」
、
「
ス
シ
ラ

ω
g
-
E
(中
空
の
)
・
ヴ
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ァ
l

デ
ィ
ヤ
」
の
囲
網
に
分
け
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
、
音
を
発
す
る
張
動
体
に
着
目
し
た
分
類
で
あ
る
と
解
釈
し
、

各
々
、
「
自
鳴
楽
器
〉
巳
o
Z
0
5」
(
の
ち
に
「
体
鳴
楽
器
E
Z
U
F
O
R」
)
、
「
膜
鳴
楽
器
宮O
B
σ
E
ロ
0
1
匂
F
Oロ
丘
、
「
弦
鳴

楽
器
の
o
E
Z
8
0
」
、
「
気
鳴
楽
器
〉2
0
匂
y
oロ
σ
」
と
言
い
換
え
た
。

古
代
の
楽
器
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
、
今
日
の
楽
器
を
こ
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
見
て
ゆ
こ
う
。

164 

古
代
の
楽
器

『
人
間
と
音
楽
の
歴
史
古
代
イ
ン
ド
』
[
カ
ウ
フ
マ
ン
一
九
九
四
]
に
は
、
原
典
よ
り
も
鮮
明
化
さ
れ
た
古
代
の
楽
器

資
料
の
写
真
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
紀
元
前
二
l
一
世
紀
の
パl
ル
フ
ト
の
ス
ト
ゥ
l

パ
塔
門
の
柱
の
浮
彫
レ
リ
ー
フ

に
は
、
四
人
の
踊
り
子
と
八
人
の
音
楽
家
が
見
ら
れ
、
四
人
は
車
座
に
な
り
手
拍
子
を
打
ち
、
弓
型
ハ
l

プ
奏
者
と
太
鼓
奏

者
が
二
人
ず
つ
座
っ
て
い
る
[
同
書
二
ハ
O
ー
一
六
二
。
太
鼓
は
一
対
二
個
を
一
人
が
指
で
奏
し
て
お
り
、
同
じ
浮
彫
の

別
の
箇
所
に
は
指
笛
を
吹
い
て
い
る
人
す
ら
見
え
る
[
同
書
四
六i
四
七
]
。
紀
元
前
一
世
紀
の
も
の
と
さ
れ
る
グ
ワl
リ

ヤ
ル
の
石
柱
浮
彫
に
は
、
各
種
の
太
鼓
、
弓
形
ハl
プ
、
横
笛
、
シ
ン
バ
ル
な
ど
が
見
ら
れ
る
[
同
書
五
六
!
五
七
]
。
紀

元
五
世
紀
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
l

第
四
窟
に
は
洋
梨
型
リ
ユ
|
ト
と
小
型
シ
ン
バ
ル
が
[
同
書
一
七
四
|
一
七
五
]
、
五
i

六
世

紀
の
グ
ワ
l

リ
ヤ
ル
の
浮
彫
に
も
小
型
シ
ン
バ
ル
や
七
弦
の
弓
形
ハ
l

プ
、
五
1

六
弦
の
リ
ュ
l

ト
が
見
ら
れ
る
[
同
書

一
六
O
ー
一
六
二
。

こ
れ
ら
は
一
部
に
す
ぎ
ず
、
古
代
か
ら
イ
ン
ド
に
は
、
今
日
に
通
じ
る
各
種
の
太
鼓
や
各
種
の
ラ
ッ
パ
や
横
笛
、
ハ
ー
プ

や
リ
ュ
l

ト
な
ど
各
種
の
弦
楽
器
、
手
拍
子
ま
で
が
見
ら
れ
た
。
イ
ス
ラ
l

ム
世
界
に
限
ら
ず
、
手
拍
子
は
古
代
か
ら
音
楽

と
共
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
双
管
つ
ま
り
二
本
の
縦
笛

T
同
時
に
吹
く
と
い
う
発
想
の



笛
で
、
今
日
の
ラ
l

ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
の
「
ア
ル
ゴl
ジ
ャ
l

」
や
、
先
に
あ
げ
た
蛇
使
い
の
笛
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

逆
に
忽
然
と
消
え
て
し
ま
っ
た
の
は
ハ
ー
プ
で
あ
る
。
ハ
ー
プ
は
、
東
西
を
問
わ
ず
古
代
の
資
料
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
楽

器
の
一
つ
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
そ
の
後
ア
ジ
ア
で
は
好
ま
れ
な
く
な
っ
た
ら
し
い
。
イ
ン
ド
で
も
現
役
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
ハ
l

プ
は
な
く
、
今
日
も
ア
ジ
ア
で
現
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ハl
プ
は
、
「
ピ
ル
マ
の
竪
琴
」
す
な
わ
ち
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
「
サ
ウ
ン
・
ガ
ウ
」
の
み
で
あ
る
。

インド音楽の世界

v 

図 14

図
は
は
、
二
O
O
六
年
八
月
に
南
イ
ン
ド
、
現
カ
ル
ナl
タ
カ
州
ベ
ッ
ラ

(
日
)

l

リ
県
ハ
ン
ピ
の
ヴ
ィ
ッ
タ
ラ
寺
院
で
撮
影
し
た
も
の
で
、
男
性
が
大
き
な

一
本
の
石
柱
か
ら
彫
り
ぬ
か
れ
た
細
い
石
柱
郡
を
素
手
で
叩
い
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
特
定
の
ピ
ッ
チ
に
調
律
さ
れ
明
ら
か
に
「
演
奏
さ
れ
る
」
こ
と
を
意

図
し
て
作
ら
れ
た
と
見
な
さ
れ
、
「
音
楽
柱
」(
5
5
-
s
-
1
-
一
向
)
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
音
楽
柱
は
、
こ
の
遺
跡
だ
け
で
は
な
く
、
古
代
か

ら
中
世
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
イ
ン
ド
の
い
く
つ
か
の
ヒ
ン
ド
ゥ
l

寺
院
に

存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
製
法
も
用
途
も
奏
法
も
ほ
と
ん

ど
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
音
楽
柱
も
、
小
さ
な
石
の
塊
を
組
み
合

わ
せ
て
作
ら
れ
た
の
で
な
く
、
大
き
な
一
つ
の
岩
石
を
穿
っ
て
複
数
の
柱
が

掘
り
出
さ
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
驚
異
で
あ
る
。

ハ
ン
ピ
は
、
南
イ
ン
ド
に
栄
え
た
ヒ
ン
ド
ゥ
l

教
国
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
ナ
ガ

ル
時
代
二
三
三
六
|
一
六
四
九
)
に
一
時
的
首
都
で
あ
っ
た
都
市
で
、
こ
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の
寺
院
は
王
国
の
最
盛
期
一
五
世
紀
末
j

一
六
世
紀
頃
の
建
設
と
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
も
の
は
保
存
の
た
め
試
奏
も
叶
わ

な
い
が
、
こ
の
寺
院
の
も
の
は
比
較
的
新
し
い
遺
跡
で
あ
る
た
め
観
光
客
に
も
演
奏
が
許
さ
れ
て
い
る
。
自
分
で
も
叩
い
て

み
た
が
素
手
で
は
か
な
り
痛
い
し
、
あ
ま
り
良
い
音
が
し
な
い
。
写
真
の
男
性
、
地
元
の
ガ
イ
ド
は
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
し
た
り
、
竹
の
よ
う
な
音
色
、
金
属
の
よ
う
な
音
色
と
説
明
し
な
が
ら
打
ち
分
け
た
り
し
て
聞
か
せ
て
く

れ
た
。
寺
院
の
入
り
口
の
階
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ガ
ル
パ
・
グ
リ
ハ
と
呼
ば
れ
る
最
奥
の
心
臓
部
を
臨
み
、
マ
ン
ダ

パ
と
呼
ば
れ
る
中
央
広
間
を
ぐ
る
り
と
囲
む
よ
う
に
石
柱
群
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
は
、
中
央
で
踊
り
子
が
神
に
踊
り
を
奉
納
し
、

音
楽
家
が
こ
れ
ら
の
石
柱
を
打
っ
て
そ
の
伴
奏
を
し
た
の
だ
と
説
明
す
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。
早
く
研

究
が
進
み
さ
ま
ざ
ま
な
謎
が
解
明
さ
れ
て
欲
し
い
も
の
だ
。

体
鳴
楽
器
(
ガ
ナ
・
ヴ
ァ
l

デ
ィ
ヤ
)

「
固
体
の
」
楽
器
す
な
わ
ち
体
鳴
楽
器
と
は
、
固
形
物
そ
の
も
の
が
、
打
た
れ
た
り
擦
ら
れ
た
り
弾
か
れ
た
り
し
て
振
動

き
せ
ら
れ
る
類
の
楽
器
で
あ
る
。
そ
の
代
表
は
、
古
代
か
ら
今
日
ま
で
宗
教
歌
や
舞
踊
の
中
で
リ
ズ
ム
を
刻
む
た
め
に
重
用

さ
れ
て
い
る
各
種
の
小
型
シ
ン
バ
ル
で
あ
ろ
う
。
北
の
「
マ
ン
ジ
l

ラ
l

」
や
ジ
ャ
l

ン
ジ
ュ
、
南
の
「
タ
l

ラ
ム
」
な
ど
、

大
き
さ
も
素
材
も
音
色
も
種
類
が
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
な
ど
で
牛
の
首
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
カ
ウ
ベ
ル
、

り
ん

縁
を
木
の
棒
で
擦
っ
て
鳴
ら
し
膜
想
に
用
い
ら
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
鈴
(
ω吉
住
ロm
『
0
4司
己
(
図
日
)
な
ど
も
こ
の
仲
間
に
含

ま
れ
よ
う
。

古
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
イ
ン
ド
の
踊
り
子
た
ち
は
足
首
に
「
グ
ン
グ
ル
!
」
と
呼
ば
れ
る
鈴
を
大
量
に
つ
け
る
習

慣
が
あ
る
。
踊
り
子
の
力
量
や
舞
踊
の
種
類
に
も
よ
る
が
、
時
に
は
片
方
の
足
だ
け
で
数
キ
ロ
分
に
も
な
る
重
く
大
量
の
鈴 166 



が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ス
テ
ッ
プ
の
リ
ズ
ム
が
音
で
際
立
て
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
細
か
い
ス
テ
ッ
プ
や
回
転
の
際
、

足
を
持
ち
上
げ
る
力
だ
け
で
す
み
重
心
が
安
定
す
る
の
だ
と
い
う
。

(
ロ
)

古
来
、
世
界
各
地
に
見
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
も
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
楽
器
に
「
口
琴
」
が
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
素
材
や
形
状
の
も
の
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
金
属
や
竹
な
ど
の
小
さ
な
枠
を
口
元
に
あ
て
、
そ
こ
か
ら
の
び
た
弾
力

の
あ
る
突
起
を
手
で
弾
き
、
そ
の
小
さ
な
音
を
口
腔
を
共
鳴
胴
と
し
て
響
か
せ
拡
戸
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
は
、
江
戸

時
代
に
流
行
し
す
ぎ
て
禁
止
さ
れ
た
「
び
や
ぽ
ん
」
、
今
日
の
ア
イ
ヌ
の
竹
の
口
琴
「
ム
ッ
ク
リ
」
な
ど
が
あ
る
。
「
ム
ル
シ

ン
」
、
「
ム
ル
チ
ヤ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
の
口
琴
(
図
問
、
げ
)
は
、
鋼
鉄
製
の
比
較
的
ご
つ
い
も
の
で
、
呼
気
と
吸

気
の
使
い
分
け
や
舌
や
口
腔
の
使
い
方
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
色
や
音
高
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
歯
に
当

インド音楽の世界

図 16
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図 18
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図20

図 19

て
た
り
声
を
加
え
た
り
し
て
、
比
較
的
大
き
な
音
量
を
出
し
、
太
鼓
な
ど
と
共
に
リ
ズ
ム
伴
奏
を
行
っ
た
り
、
独
立
し
た
り

ズ
ム
楽
器
と
し
て
即
興
演
奏
に
加
わ
っ
た
り
す
る
。

余
談
だ
が
、
南
イ
ン
ド
に
は
、
口
三
味
線
な
ら
ぬ
口
太
鼓
、
す
な
わ
ち
太
鼓
の
口
唱
歌
を
口
で
い
う
だ
け
で
一
つ
の
楽
器

奏
者
の
よ
う
に
参
加
す
る
演
奏
家
「
コ
ン
ナ
ッ
コ
l

ル
」
と
い
う
の
も
存
在
す
る
。
今
風
に
い
え
ば
ま
さ
に
「
ボ
イ
パ
」

(
ヴ
ォ
イ
ス
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
)
で
あ
る
。

図
同
の
ガ
タ
ム
は
、
一
般
的
な
実
用
品
の
水
入
れ
の
査
で
あ
る
と
同
時
に
、
南
イ
ン
ド
の
代
表
的
な
打
楽
器
で
も
あ
る
。

音
楽
家
は
、
ピ
ッ
チ
や
音
色
な
ど
か
ら
厳
選
し
た
査
を
、
胡
坐
し
た
両
足
の
上
に
乗
せ
、
両
手
の
五
指
や
ゲ
ン
コ
ツ
を
駆
使

し
て
場
所
や
音
色
を
変
え
な
が
ら
技
巧
的
に
打
つ
。
さ
ら
に
恰
幅
の
よ
い
腹
で
査
の
口
を
ふ
さ
い
だ
り
開
放
し
た
り
と
い
っ



た
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
独
特
の
音
の
高
低
の
効
果
も
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
旧
の
「
ジ
ヤ
ル
タ
ラ
ン
グ
」
(
南
で
は
「
ジ
ャ
ラ
タ
ラ
ン
ガ
ム
」
)
は
「
水
を
連
ね
た
物
」
の
意
で
、
数
十
個
の
ド
ン
プ

リ
に
水
を
入
れ
て
調
律
し
、
木
梓
で
打
つ
打
楽
器
で
あ
る
。
あ
ま
り
メ
ジ
ャ
ー
な
楽
器
と
は
い
え
な
い
が
、
れ
っ
き
と
し
た

古
典
音
楽
の
演
奏
家
が
古
典
音
楽
の
独
奏
楽
器
と
し
て
使
用
す
る
。
手
作
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
梓
を
使
い
分
け
た
り
、
打
点
や

打
-
法
を
変
え
た
り
、
水
を
か
き
回
し
て
音
に
陰
影
を
つ
け
た
り
と
い
っ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
駆
使
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
の
食
卓
は

ド
ン
プ
リ
と
は
無
縁
で
、
中
国
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
楽
器
と
し
て
輸
入
さ
れ
、
楽
器
店
で
売
ら
れ
て
い
る
。

回
転
す
る
歯
車
に
柔
ら
か
な
弁
を
あ
て
カ
タ
カ
タ
と
鳴
ら
す
し
く
み
の
体
鳴
楽
器
は
、
英
語
で
は
「
ラ
チ
ェ
ッ
ト

E
R
F
Z
(
つ
め
車
装
置
ご
と
称
さ
れ
る
。
玩
具
と
し
て
は
世
界
各
地
に
見
ら
れ
、
日
本
で
も
百
円
シ
ョ
ッ
プ
に
も
玩
具
と

し
て
売
ら
れ
で
い
る
し
、
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
に
用
い
ら
れ
る
「
時
計
」
も
こ
れ
に
あ
た
る
。
図
却
は
筆
者
が
数
年
前
イ
ン

ド
の
道
端
で
購
入
し
た
玩
具
で
、
柄
を
持
っ
て
張
り
回
す
と
薄
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
が
木
の
歯
車
に
あ
た
っ
て
鳴
る
象
の
形

の
ラ
チ
ェ
ッ
ト
で
あ
る
。

インド音楽の世界

膜
鳴
楽
器
(
ア
ヴ
ア
ナ
ツ
ダ
・
ヴ
ア
|
デ
イ
ヤ
)

「
膜
で
覆
わ
れ
た
」
楽
器
す
な
わ
ち
膜
鳴
楽
器
は
、
ぴ
ん
と
張
り
渡
さ
れ
た
膜
面
が
何
ら
か
の
方
法
で
掻
動
さ
せ
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
代
表
は
太
鼓
で
あ
る
。
古
代
か
ら
レ
リ
ー
フ
な
ど
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
太
鼓
が
描
か
れ
て
き
た

が
、
そ
も
そ
も
人
間
の
手
が
二
本
で
あ
る
限
定
を
受
け
る
た
め
か
、
膜
面
の
数
は
一
面
(
片
面
太
鼓
)
と
二
面
の
も
の
(
両

面
太
鼓
)
で
大
半
を
占
め
る
。
南
イ
ン
ド
で
最
も
一
般
的
な
の
は
樽
型
両
面
太
鼓
「
ム
リ
ダ
ン
ガ
ム
(
土
の
胴
体
)
」
(
図
日

右
奥
、
図
引
)
、
北
イ
ン
ド
で
は
大
小
二
個
一
対
の
鍋
型
片
面
太
鼓
の
タ
プ
ラ
l

・
パ
|
ヤ
|
ン
(
図
日
右
手
前
、
図
包
)
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図21

図22
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図23

で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
イ
ン
ド
で
は
ム
リ
ダ
ン
ガ
ム
の
方
が
名
称
・
形
状
と
も
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
十
数
世
紀
か
ら
イ
ン

ド
で
影
響
力
を
強
め
て
き
た
イ
ス
ラ
|
ム
教
徒
が
、
二
個
一
対
の
太
鼓
「
ナ

ツ
カ
l
ラ
l

」
(
図
お
)
な
ど
に
着
想
を
得
て
、

ム
リ
ガ
ン
ダ
ム
を
中
央
で
切
断
し
て
膜
面
を
上
に
し
て
大
小
二
個
の
片
面
太
鼓
を
並
べ
た
よ
う
な
タ
ブ
ラ

l

・
パl
ャ
l

ン

を
考
案
し
た
な
ど
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
片
面
太
鼓
や
両
面
太
鼓
を
二
個
i
三
個
組
み
合
わ
せ

て
奏
す
る
こ
と
は
古
代
の
レ
リ
ー
フ
等
に
も
見
ら
れ
た
。
ム
リ
ダ
ン
ガ
ム
で
も
、
タ
プ
ラ

l

・
パ
l

ャ
l

ン
で
も
、
高
音
の

出
る
小
さ
い
方
の
膜
面
は
右
手
で
細
か
く
技
巧
的
な
パ
ツ
セ

l

ジ
を
打
つ
た
め
に
、
低
音
の
出
る
大
き
い
方
の
膜
面
は
左
手

で
重
々
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
音
楽
的
な
役
割
分
担
は
共
通
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
パ



l
ヤ
l
ン
と
は
「
左
」
の
意
だ
が
、
ま
れ
に
こ
れ
を
右
手
で
打
つ
左
き
き
の
演
奏
家
も
い
る
。

イ
ン
ド
の
太
鼓
の
多
く
は
特
定
の
ピ
ッ
チ
に
調
律
で
き
る
。
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
い
が
、
ム
寸
日
の
テ
ィ
ン
パ
ニ
の
よ
う
に
、



タ
プ
ラ
ー
だ
け
を
音
階
に
調
律
し
て
連
ね
た
「
タ
プ
ラ
l

・
タ
ラ
ン
グ
」
、
ネ
パl
ル
の
太
鼓
「
マ
l

ダ
ル
」
ば
か
り
を
音

階
に
並
べ
た
「
マ
l

ダ
ル
・
タ
ラ
ン
グ
」
(
図
白
)
な
ど
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l

教
三
大
神
は
、
こ
の
世
を
生
み
出
す
プ
ラ
フ
マ
!
神
、
姿
を
さ
ま
ざ
ま
に
変
え
て
維
持
す
る
ヴ

ィ
シ
ュ
ヌ
神
、
そ
し
て
世
界
が
手
の
ほ
ど
こ
し
よ
う
も
を
く
な
っ
た
時
、
破
壊
す
る
神
シ
ヴ
ァ
神
と
さ
れ
て
い
る
。
シ
ヴ
ア

神
は
破
壊
す
る
際
、
ダ
マ
ル
と
い
う
太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が
ら
踊
り
、
踏
み
な
ら
し
て
破
壊
す
る
の
で
、
「
ナ
タ
ラl
ジ
ヤ

(
踊
る
王
)
」
と
い
う
別
名
も
あ
る
(
図
お
)
。
ダ
マ
ル
は
、
今
日
は
主
に
猿
回
し
が
使
う
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
太
鼓
(
図
お
)
で

あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、
砂
時
計
型
の
両
面
の
胴
の
中
心
に
先
端
に
結
び
目
の
あ
る
紐
が
つ
い
て
い
て
、
太
鼓
を
振
り
回
す
と

そ
の
結
び
目
が
膜
面
を
打
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
パ
チ
や
手
で
膜
面
を
直
接
打
つ
の
で
は
な
く
、
太
鼓
を
振
り
回
す

インド音楽の世界
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こ
と
で
間
接
的
に
打
ち
鳴
ら
す
タ
イ
プ
の
太
鼓
は
、

を
含
め
や
は
り
世
界
各
地
に
見
ら
れ
る
。

日
本
語
で
は
「
ふ
り
つ
づ
み
」
と
総
称
さ
れ
、

172 

日
本
の
で
ん
で
ん
太
鼓

弦
鳴
楽
器
(
タ
タ
・
ヴ
ァ
l

デ
ィ
ヤ
)

「
タ
タ
(
弦
)
」
の
楽
器
す
な
わ
ち
弦
鳴
楽
器
は
、
ガ
ッ
ト
(
羊
腸
)
や
絹
糸
を
よ
り
合
わ
せ
た
紐
状
の
も
の
を
ぴ
ん
と
張

は
じ

り
渡
し
、
弾
い
た
り
擦
っ
た
り
叩
い
た
り
し
て
振
動
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
世
界
で
最
も
多
い
タ
イ
プ
は
、
竹
や
細
い
木
に

弦
を
張
り
、
音
を
大
き
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
の
共
鳴
胴
を
つ
け
た
「
リ
ュ
l

ト
」
の
仲
間
(
例
え
ば
琵
琶
や
ギ

タ
ー
な
ど
)
と
、
木
箱
の
中
に
多
く
の
弦
を
張
り
渡
し
た
「
チ
タ
l

」
の
仲
間
(
例
え
ば
等
や
ピ
ア
ノ
な
ど
)
で
あ
る
。
こ

の
他
、
古
代
イ
ン
ド
に
は
よ
く
見
ら
れ
た
U

字
型
・
V
字
型
の
枠
に
弦
を
使
っ
た
ハ
l

プ
な
ど
の
仲
間
も
あ
る
。

先
に
述
べ
た
ヒ
ン
ド
ゥ
!
の
三
大
神
の
う
ち
の
プ
ラ
フ
マ
l

の
妻
で
学
問
と
芸
術
の
女
神
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
は
、
ヴ
ィ

l

ナ
ー
を
抱
え
て
い
る
姿
で
描
か
れ
る
(
図
幻
)
が
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
七
福
神
の
弁
財
天
と
琵
琶
と
な
っ
た
。
ヴ
ィ
l

ナ

ー
は
イ
ン
ド
で
は
弦
楽
器
を
中
心
に
歴
史
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
の
名
称
と
し
て
使
わ
れ
て
来
た
が
、
今
日
、
も
っ
と
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
ヴ
ィ
l

ナ
ー
は
、
国
自
の
よ
う
な
南
イ
ン
ド
の
代
表
的
な
弦
楽
器
で
「
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
・
ヴ
ィ
i

ナ

|
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
方
、
今
日
、
北
イ
ン
ド
の
代
表
的
な
弦
楽
器
は
「
シ
タl

ル
」
(
図
泊
)
で
あ
る
。
半
球
上
の
胴
ど
長
い
ネ
ッ
ク
と
い

う
外
見
は
、
多
少
南
イ
ン
ド
の
ヴ
ィ
l

ナ
l

に
似
る
が
、
ヴ
ィ
l

ナ
l

の
胴
は
木
を
制
り
抜
い
た
も
の
な
の
に
対
し
、
シ
タ

ー
ル
の
胴
体
は
ふ
く
べ
な
の
で
と
て
も
軽
い
。

こ
の
シ
タ
l

ル
は
実
は
ヴ
ィ
l

ナ
l

と
は
ま
た
違
っ
た
意
味
で
、
日
本
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
感
じ
き
せ
る
楽
器
で
あ
る
。



イ
ス
ラ

l

ム
の
影
響
下
に
生
ま
れ
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
弦
を
持
ち
な
が
ら
、
楽
器
名
は
「
三
弦
」
の
意
の
ペ
ル
シ
ア
語
「
セ

タ
l

ル
」
に
由
来
す
る
と
い
う
。
三
弦
の
楽
器
と
い
え
ば
日
本
に
は
三
味
線
が
あ
る
。
三
味
線
は
、
中
国
の
蛇
皮
の
「
三
弦

(
サ
ン
シ
ェ
ン
)
」
が
一
六
世
紀
に
堺
に
伝
え
ら
れ
、
試
行
錯
誤
の
末
、
蛇
皮
の
代
わ
り
に
犬
や
猫
の
皮
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
三
弦
が
沖
縄
に
伝
わ
っ
て
や
は
り
蛇
皮
の
「
三
線
.
(
サ
ン
シ
ン
)
」

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
本
土
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
今
日
の
シ
タ
l

ル
の
弦
は
見
て
の
通
り
三
本
ど
こ
ろ
か
二
O
本

以
上
は
あ
る
。
し
か
し
、
演
奏
弦
は
七
本
だ
け
で
、
側
面
の
小
き
な
糸
巻
き
の
弦
は
、
特
定
の
音
高
の
演
奏
弦
に
独
特
の
響

き
を
増
す
よ
う
に
つ
け
ら
れ
た
共
鳴
弦
で
一

O
数
本
あ
る
。
さ
ら
に
、
演
奏
弦
七
本
の
う
ち
、
四
弦
は
ド
ロ
ー
ン
用
で
あ
る

か
ら
、
実
際
に
旋
律
を
奏
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
の
は
や
は
り
三
弦
な
の
で
あ
る
。

インド音楽の世界
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さ
ら
に
、
独
特
の
雑
音
分
を
含
む

音
を
出
す
「
サ
ワ
リ
」
の
工
夫
は
、

三
味
線
で
は
重
要
な
も
の
で
あ
り
上

駒
部
分
に
あ
る
が
、
沖
縄
の
三
線
に

は
な
い
。
イ
ン
ド
の
シ
ク
ー
ル
で
は

鹿
の
角
や
象
牙
な
ど
で
で
き
た
下
駒

の
部
分
に
見
ら
れ
、
「
ジ
ュ
ワ
l

リ

l

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
(
図
却
)
。

微
妙
な
カ
l

プ
を
つ
け
た
板
と
そ
の

上
に
か
け
ら
れ
た
弦
が
振
動
し
て
微
妙
に
触
れ
合
っ
た
時
、
「
ジ

l

ン
」
と
い
う
い
か
に
も
イ
ン
ド
ら
し
い
独
特
な
音
色
が

出
る
の
で
、
職
人
た
ち
が
も
っ
と
も
神
経
を
使
っ
て
調
整
す
る
部
分
で
、
ド
ロ

l

ン
楽
器
の
タ
l

ン
プ
l

ラ
ー
に
も
あ
る
。

下
駒
と
弦
の
聞
に
は
さ
ん
だ
一
本
の
木
綿
糸
の
位
置
を
ず
ら
す
、
つ
ま
り
糸
一
本
の
高
さ
を
持
ち
上
げ
る
場
所
を
ず
ら
し
て
、

サ
ワ
リ
が
鳴
る
ポ
イ
ン
ト
を
き
が
す
、
実
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
で
あ
る
。

三
弦
と
サ
ワ
リ
、
は
っ
き
り
結
論
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
南
端
の
シ
タ

l

ル
と
東
端
の
日
本
の
三
味

線
の
聞
に
は
、
こ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
関
連
性
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

箱
型
チ
タ
l

の
仲
間
に
は
、
接
弦
の
「
ス
ル
マ
ン
ダ
ル
」
や
パ
チ
で
打
弦
す
る
ピ
ア
ノ
の
元
祖
と
も
い
え
る
「
サ
ン
ト
ウ

ー
ル
」
な
ど
が
あ
る
。

ザ
ッ
ク
ス
ら
も
間
違
え
た
と
い
う
、
楽
器
分
類
上
最
も
ま
ぎ
ら
わ
し
い
弦
鳴
楽
器
の
一
っ
す
に
、

図31

図30

ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
「
エ
ク
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タ
ル
」
(
図
引
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
片
面
太
鼓
の
中
央
か
ら
弦
を
通
し
、
太
鼓
の
両
側
か
ら
伸
び
た
腕
木
の
合
流
点
に
あ

る
糸
巻
き
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
ベ
片
手
で
腕
木
の
弾
力
を
替
え
ピ
ッ
チ
を
変
え
な
が
ら
、
も
う
一
方
の
手
で
弦
を
は
じ
く

珍
し
い
弦
楽
器
で
あ
る
。

インド音楽の世界

気
鳴
楽
器
(
ス
シ
ラ
・
ヴ
ァ
l

デ
イ
ヤ
)

「
ス
シ
ラ
(
中
空
)
」
の
楽
器
と
は
管
を
吹
く
笛
類
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
管
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
形

状
の
も
の
を
空
気
が
通
過
す
る
こ
と
で
音
を
発
す
る
も
の
が
数
多
く
あ
る
。
そ
こ
で
、
マ
イ
ヨ
ン
は
、
空
気
の
撮
動
に
よ
っ

て
発
音
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
気
鳴
楽
器
と
し
た
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
は
古
代
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
横
笛

や
、
ラ
ッ
パ
の
仲
間
、
双
管
の
笛
な
ど
、
各
種
の
気
鳴
楽
器
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
舞
踊
の
中
で
横
笛
「
パ
l

ン
ス
リ
l

」
を

吹
く
ポ
l

ズ
を
す
れ
ば
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
で
あ
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
神
(
図
犯
)
と
解
釈
さ
れ
る
。

ヒ
マ
l

チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
l

シ
ュ
州
や
ピ
ハ
l

ル
州
に
は
金
属
製
の
大
型
の
ラ
ッ
パ
が
あ
る
(
図
お
)
。
チ
ベ
ッ
ト
に
も

数
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
を
も
っ
ド
ゥ
ン
・
チ
ェ
ン
が
あ
り
、
超
低
音
を
出
す
。
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
の
チ
ャ
ル
メ
ラ
の
仲
間
と
し
て
、

ナ
ッ
フ
ィ

l

リ
や
シ
ャ
ハ
ナ
l

イ
!
と
呼
ば
れ
る
楽
器
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
音
が
大
き
い
た
め
、
多
く
の
場
合
、

野
外
音
楽
に
用
い
ら
れ
る
。
先
に
双
管
の
笛
と
し
て
触
れ
た
蛇
使
い
の
笛
プ
!
ン
ギ
i

は
シ
ン
グ
ル
リ
l

ド
の
気
鳴
楽
器
で

あ
る
。笛

で
は
な
い
が
、
今
日
の
イ
ン
ド
の
重
要
な
気
鳴
楽
器
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
既
に
本
稿
に
何
度
も
登
場
し

て
い
る
小
型
の
り
l

ド
オ
ル
ガ
ン
「
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
」
(
図M
)
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
一
九
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ュ
パ
ン

E
2
8

仏
お
司
E

ロ
の
0
2
ロ
与
巴
ロ
が
同
名
で
特
許
を
と
っ
%
類
の
楽
器
が
、
欧
米
人
に
よ
り
イ
ン
ド
に
も
た
ら
さ
れ
、
イ
ン175 



図32

図33

1 

ド
の
人
々
の
工
夫
に
よ
り
卓
上
型
・
ふ
い
ご
付
き
の
今
日
の
形
に
改
め
ら
れ
て
き
た
も
の
と
い
う
。
最
近
、

史
や
変
遷
に
つ
い
て
詳
し
い
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
[
岡
田
二O
O
九
]
。

こ
の
楽
器
の
歴

5 

ヱ
フ
ジ
ュ
・
タ
l

ン
プ
l

ラ
ー
は
な
ぜ
良
い
の
か
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図34

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
ド
の
楽
器
を
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
、
楽
器
製
作
や
楽
器
職
人
に
関
す
る
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
を
一
部
ご
紹
介
し
た
い
。

通
常
、
す
ぐ
れ
た
楽
器
は
職
人
個
人
の
名
前
や
メ
ー
カ
ー
名
で
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
タ
l

ル
や
タ

ー
ン
プ
l

ラ
l

に
限
り
、
何
故
か
イ
ン
ド
の
人
々
は
「
ミ
ラ
ジ
ュ
産
の
も
の
が
良
い
」
と
い
J
つ
。
そ
の
く
せ
、
ミ
ラ
ジ
ュ
が



ど
こ
に
あ
る
の
か
も
、
な
ぜ
ミ
ラ
ジ
ュ
産
が
良
い
の
か
も
ほ
と
ん
ど
誰
も
答
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
O
O
四

年
に
そ
の
理
由
を
求
め
て
塚
原
康
子
と
共
に
現
地
調
査
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
を
し
た
。
詳
細
は
、
田
中
[
二O
O

七
]
で
報
告
し
た
が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ミ
ラ
ジ
ュ
は
、
地
理
的
に
は
北
イ
ン
ド
と
南
イ
ン
ド
の
ち
ょ
う
ど
境
界
線
上
と
も
い
え
る
、
西
部
マ
ハ
1

ラ
l

シ
ュ
ト
ラ

州
サ
ン
グ
リ
l

県
の
地
方
都
市
で
、
州
都
ム
ン
パ
イ
か
ら
三
九
O
畑
、
北
の
大
都
市
デ
リ
ー
や
南
の
中
心
都
市
チ
ェ
ン
ナ
イ

な
ど
と
も
鉄
道
で
結
ぼ
れ
た
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
こ
の
市
の
シ
ャ
ニ
ワ
l

ル
・
ぺ
l

ト
と
呼
ば
れ
る
通
り
の
一
帯
に
は
、

あ
た
か
も
楽
器
街
と
い
え
る
ほ
ど
楽
器
工
房
が
集
中
し
、
し
か
も
五O
軒
近
く
の
楽
器
工
房
の
ほ
と
ん
ど
は
親
族
関
係
で
結

ぼ
れ
て
い
る
。
個
人
名
を
全
面
に
出
す
数
人
の
楽
器
職
人
の
も
と
に
、
特
定
の
楽
器
の
細
分
佑
さ
れ
た
一
工
程
だ
け
を
分
業

す
る
小
さ
な
エ
房
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
(
図
お
)
。

有
名
な
演
奏
家
が
、
わ
ざ
わ
ざ
な
じ
み
の
職
人
の
も
と
を
訪

れ
て
楽
器
の
依
頼
を
す
る
場
合
も
多
い
と
い
う
が
、
「
ミ
ラ
ジ

ュ
・
タ
l

ン
プ
l

ラ
|
」
は
一
種
の
ブ
ラ
ン
ド
名
と
し
て
海
外

に
も
知
ら
れ
、
今
日
も
空
路
は
な
く
陸
路
し
か
な
い
の
で
外
国

人
に
は
不
便
な
場
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
外
に
住
む

イ
ン
ド
人
や
イ
ン
ド
音
楽
愛
好
者
、
宗
教
団
体
等
か
ら
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
大
量
に
注
文
が
入
る
と
い
う
。

ミ
ラ
ジ
ュ
が
今
日
の
よ
う
に
楽
器
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
要
因
と
し
て
、
調
査
の
結
果
、
次
の
四
点
が
浮
か

インド音楽の世界
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ぴ
上
が
っ
て
き
た
。

第
一
に
、
こ
の
町
の
支
配
者
は
め
ま
ぐ
る
し
《
交
替
し
た
が
、
独
立
の
前
は
パ
ト
ワ
ル
ダ
ン
家
の
保
護
下
に
あ
っ
た

。

つ

ま
り
音
楽
文
化
の
興
隆
の
た
め
に
は
絶
対
に
必
要
な
パ
ト
ロ
ン
の
存
在
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
楽
器
職
人
た
ち
の

先
祖
は
、
か
つ
て
宮
廷
内
外
の
飾
り
や
武
器
の
職
人
で
あ
っ
た
。
平
和
に
な
り
武
器
の
需
要
も
減
っ
て
き
た
頃
、
パ
ト
ワ
ル

ダ
ン
家
の
領
主
か
ら
楽
器
の
見
本
を
渡
き
れ
、
宮
廷
に
飼
わ
れ
て
い
た
象
の
牙
な
ど
の
高
価
な
素
材
も
惜
し
み
な
く
提
供
さ

れ
、
諸
国
へ
の
土
産
物
と
す
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
豪
華
な
楽
器
を
作
れ
と
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と

に
、
あ
る
職
人
に
よ
れ
ば
、
先
祖
た
ち
は
見
ょ
う
見
ま
ね
で
模
索
し
た
揚
げ
句
、
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
の
殻
を
共
鳴
胴
に
使
っ
た

シ
タ
l

ル
を
作
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
領
主
は
た
い
そ
う
喜
び
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
贈
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
調
査
時
、
私
た

ち
は
内
心
、
小
さ
く
華
者
な
ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
を
胴
体
と
す
る
シ
ク
ー
ル
な
ど
現
実
離
れ
し
て
い
る
と
、
お
と
ぎ
話
の
よ
う
に

聞
い
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
東
京
国
立
博
物
館
で
そ
の
楽
器
を
眼
前
に
し
た
時
に
は
、
思
わ
ず
感
嘆

の
声
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
ミ
ラ
ジ
ュ
の
楽
器
職
人
の
言
い
伝
え
と
、
一
九
世
紀
の
ベ
ン
ガ
ル
の
音
楽
学
者
S

・

M
-
タ
ゴ
ー
ル
と
日
本
が
結
び
つ
い
た
感
動
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
ミ
ラ
ジ
ュ
は
、
南
北
イ
ン
ド
文
化
圏
の
境
界
に
位
置
し
、
両
者
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
霊

験
あ
ら
た
か
と
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
聖
者
の
廟
(
ダ
ル
ガl
)
を
擁
し
、
ム
ス
リ
ム
を
中
心
に
多
く
の
人
々
が
そ
れ
に
あ
や
か

ろ
う
と
さ
ら
に
集
ま
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
町
は
、
南
北
イ
ン
ド
の
文
化
的
要
素
や
ム
ス
リ
ム
文
化
の
要
素
が
入
り
混

じ
り
、
新
た
な
文
化
的
創
造
が
行
い
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
三
に
、
高
名
な
ム
ス
リ
ム
の
声
楽
家
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
カ
リ
ム
・
カ
l

ン
〉
σ
己
己
同
ω
ユ
自
問
『
ω
ロ
(
昆
芯l
H
8
3と
こ

の
町
の
職
人
た
ち
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
北
の
古
典
音
楽
に
南
の
古
典
音
楽
の
要
素
も
入
れ
て
歌
っ
た
最
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初
の
声
楽
家
と
さ
れ
、
南
北
両
方
で
人
気
が
あ
る
稀
有
な
声
楽
家
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
声
楽
の
み
な
ら
ず
、
ヴ
ィ

l

ナ
ー

や
サ
l

ラ
ン
ギ
ー
ほ
か
多
く
の
楽
器
演
奏
も
こ
な
し
、
楽
器
の
修
理
や
調
整
も
得
意
で
、
ど
こ
に
行
く
に
も
修
理
道
具
を
持

ち
歩
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
は
先
の
聖
者
へ
の
信
仰
心
か
ら
、
一
九
二O年
頃
以
降
、
晩
年
を
こ
の
町
で
過
ご
す
こ

と
に
な
り
、
ミ
ラ
ジ
ュ
の
楽
器
職
人
た
ち
は
、
彼
を
尊
敬
し
こ
ぞ
っ
て
助
言
を
求
め
た
と
い
う

[
ω
5
Z
Z
E∞
同
一
詰
1
2
]
。

そ
れ
ま
で
、
物
づ
く
り
の
プ
ロ
で
は
あ
っ
て
も
、
音
楽
に
関
し
て
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
職
人
た
ち
は
、
極
め
て
適
切
な
指

導
者
を
得
た
の
で
あ
る
。
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
カ
リ
ム
は
楽
器
製
作
や
調
整
を
積
極
的
に
こ
の
街
の
職
人
に
指
導
・
依
頼
し
、
気

に
入
っ
た
楽
器
は
自
ら
携
え
全
国
各
地
で
演
奏
会
を
行
っ
た
。
彼
の
演
奏
に
お
け
る
名
声
と
共
に
ミ
ラ
ジ
ュ
の
楽
器
の
名
声

も
高
ま
り
、
彼
が
ミ
ラ
ジ
ュ
・
ブ
ラ
ン
ド
楽
器
の
広
告
塔
と
も
な
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

第
四
、
に
〉
こ
の
地
域
は
、
温
暖
な
気
候
と
肥
沃
な
土
地
が
農
業
に
適
し
、
良
質
な
ふ
く
べ
の
産
地
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
今
日
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ふ
く
べ
の
二
大
産
地
は
、
こ
の
ミ
ラ
ジ
ュ
付
近
と
、
そ
の
種
の
移
植
に
成
功
し

た
コ
ル
カ
タ
郊
外
の
ハ
ウ
ラ
|
地
区
で
あ
る
。
後
者
は
、
大
都
市
コ
ル
カ
タ
近
郊
に
あ
り
大
量
注
文
に
す
ぐ
応
じ
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
い
ず
れ
の
大
都
市
か
ら
も
離
れ
た
ミ
ラ
ジ
ュ
の
ふ
く
べ
は
輸
送
に
時
間
も
費
用
も
か
か
る
。
だ
が
、
ミ
ラ
ジ
ュ

で
は
、
今
日
も
農
民
た
ち
が
楽
器
に
使
用
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
形
や
サ
イ
ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
丁
寧
に
育
て
る
の
で
、

厚
く
丈
夫
で
形
の
よ
い
良
質
な
ふ
く
べ
が
潤
沢
に
あ
り
、
音
楽
家
の
多
様
な
ニ

l

ズ
に
合
わ
せ
て
ふ
く
べ
を
厳
選
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

有
名
な
声
楽
家
L
-
K

・
パ
ン
デ
ィ
ト
は
、
ミ
ラ
ジ
ュ
・
タl
ン
プ
l

ラ

l
(
図
お
)
の
長
所
と
し
て
、
素
晴
ら
し
い
響

き
に
加
え
、
胴
の
形
状
が
整
っ
て
い
る
た
め
に
手
の
支
え
な
し
に
楽
器
が
自
立
す
る
点
を
あ
げ
た
。
つ
ま
り
ド
ロ

i

ン
楽
器

は
、
演
奏
が
数
時
間
に
も
お
よ
ぶ
場
合
で
も
、
ほ
ぽ
最
初
か
ら
最
後
ま
で
鳴
ら
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
、
演
奏
に
当
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た
っ
て
疲
労
度
が
少
な
い
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

た
細
や
か
な
要
求
に
は
ミ
ラ
ジ
ュ
産
の
ふ
く
べ
し
か
対
応
で
き
な

い
。
大
都
市
の
職
人
た
ち
も
プ
ロ
仕
様
の
楽
器
に
は
お
金
と
時
間

を
か
け
て
ミ
ラ
ジ
ュ
産
の
ふ
く
べ
を
使
用
す
る
と
い
う
。

180 

そ
う
し

6 

楽
器
を
通
し
て
見
た
イ
ン
ド
音
楽
の
今
日

最
後
に
楽
器
を
通
し
て
み
た
イ
ン
ド
音
楽
の
今
日
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

西
洋
楽
器
の
導
入
と
普
及

イ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
支
配
下
に
あ
っ
た
一
七
世
紀
i
二
O
世
紀
半
ば
ま
で
の
約
三0
0
年
間
は
、
そ
の
後
の
楽
器
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
政
治
的
権
力
を
奪
わ
れ
た
諸
侯
は
そ
の
力
を
文
化
的
活
動
に
注
い
だ
た
め
、
伝
統

音
楽
は
一
七
i

一
九
世
紀
に
か
け
て
む
し
ろ
隆
盛
を
極
め
た
。
そ
の
時
代
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
イ
ン
ド
伝
統
音
楽
の
世
界

に
、
西
洋
楽
器
や
外
来
楽
器
が
数
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
何
度
も
触
れ
て
き
た
小
型
オ
ル
ガ
ン
の
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
は
、
そ
れ
ま
で
絶
対
音
を
出
す
楽
器
が
な
か
っ
た
た
め
、

ま
た
た
く
聞
に
普
及
し
、
国
産
化
さ
れ
、
今
日
で
は
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
ド
音
楽
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
た
。
ま
た
、
製
作

も
演
奏
も
難
し
い
サ
l
ラ
ン
ギ

l

に
代
わ
る
弓
奏
楽
器
と
し
て
、
南
イ
ン
ド
で
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
瞬
く
聞
に
浸
透
し
、
調



弦
と
奏
法
を
変
え
て
、
今
日
で
は
南
イ
ン
ド
古
典
音
楽
の
代
表
的
独
奏
楽
器
と
な
っ
た
。
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
ス
ト
ラ
デ
ィ

パ
リ
ウ
ス
で
な
い
と
:
:
:
」
と
豪
語
す
る
イ
ン
ド
人
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
も
い
た
が
、
安
価
な
国
産
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
大
量

に
製
作
さ
れ
て
い
る
。
図
幻
の
よ
う
に
、
ギ
タ
ー
も
ス
チ
ー
ル
・
ギ
タ
ー
の
よ
う
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
弾
く
奏
法
を
使
っ
て
、

古
典
音
楽
の
独
奏
楽
器
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

要
す
る
に
、
イ
ン
ド
の
人
々
は
、
紀
元
前
か
ら
ア
l

リ
ア
系
諸
民
族
、
イ
ス
ラ
l

ム
勢
力
、
西
洋
列
強
に
よ
る
植
民
地
支

配
と
、
多
く
の
外
来
勢
力
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
む
し
ろ
土
着
の
音
色
や
音
楽
様
式
に
は
強
い
執
着
を
保

持
し
つ
つ
、
演
奏
上
の
利
便
性
や
価
格
な
ど
と
い
っ
た
そ
の
他
の
点
で
条
件
に
合
致
す
れ
ば
、
外
来
楽
器
で
も
伝
統
音
楽
の

中
に

積
極
的
に
取
り
込
む
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る

。

湿
度
や
ほ
こ
り
を
嫌
う
ピ
ア
ノ
に
と
っ
て
、
イ
ン
ド
は
最
悪
の
環
境
と
も
い
え
る

が
、
近
年
、
大
都
市
で
は
ピ
ア
ノ
教
室
も
出
現
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ

ッ

ジ
と
提
携
し
て
ピ
ア
ノ
の
演
奏
資
格
試
験
が
全
イ
ン
ド
的
に
実
施
さ
れ
、
毎

年
全
国
で
数
千
人
の
受
験
者
が
い
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
ピ
ア
ノ
で
な
く
電
子
キ
ー

ボ
ー
ド
で
受
験
す
る
こ
と
も
可
能
な
よ
う
で
あ
る
。
大
都
市
の
富
裕
層
の
若
者
を
中

心
に
、
ギ
タ
ー
や
ド
ラ
ム
ス
も
人
気
が
あ
り
、
大
都
市
の
大
き
な
楽
器
店
に
は
伝
統

楽
器
と
洋
楽
器
を
両
方
そ
ろ
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い

。

楽
器
作
り
の
世
界
も
ま
た
イ
ギ
リ
ス
支
配
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
イ
ギ
リ
ス

人
の
た
め
の
洋
楽
器
店
に
店
員
や
修
理
工
と
し
て
勤
務
し
、
技
術
や
知
識
を
吸
収
し

た
イ
ン
ド
人
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
が
本
国
へ
引
き
揚
げ
た
後
、
徐
々
に
独
立

インド音楽の世界
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し
、
工
房
や
楽
器
店
を
開
業
し
た
。
そ
の
多
く
は
独
立
後
も
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
を
保
ち
、
良
質
の
部
品
や
材
料
や
楽
器
本

体
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
伝
統
楽
器
の
製
作
者
た
ち
も
、
イ
ギ
リ
ス
軍
に

雇
わ
れ
て
い
た
イ
ン
ド
兵
士
の
た
め
に
楽
器
(
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
、
タ
プ
ラ
l
、
ド
l
ラ
ク
な
ど
)
を
大
量
供
給
し
て
事
業
拡

大
し
た
側
面
も
あ
る
。
イ
ン
ド
の
知
識
層
は
イ
ギ
リ
ス
人
と
の
交
流
や
イ
ギ
リ
ス
留
学
を
通
じ
て
西
洋
音
楽
に
も
親
し
む
よ

\

つ
に
な
り
、

S

・

M
-
タ
ゴ
1

ル
の
よ
う
に
双
方
の
音
楽
に
通
じ
た
知
識
人
も
生
ま
れ
た
。
多
く
の
音
楽
家
や
楽
器
職
人
た

ち
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
き
た
イ
ン
ド
諸
侯
た
ち
が
没
落
す
る
と
、
イ
ン
ド
独
立
を
機
に
、
音
楽
家
も
職
人
た
ち
も
よ
り
多
く

の
消
費
者
を
求
め
て
、
大
都
市
に
移
り
住
み
、
知
識
層
だ
け
で
な
く
、
一
般
大
衆
を
も
相
手
に
楽
器
を
製
作
す
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
今
日
で
は
、
有
名
な
楽
器
職
人
の
工
房
の
大
半
は
デ
リ
l

、
コ
ル
カ
タ
(
カ
ル
カ
ッ
タ
)
な
ど
の
大
都
市
に
集

中
し
て
い
る
。
今
日
、
大
規
模
楽
器
店
の
新
た
な
購
買
層
と
し
て
、
在
外
イ
ン
ド
人
音
楽
愛
好
者
た
ち
が
ネ
ッ
ト
な
ど
で
注

文
を
し
で
き
た
り
、
国
内
外
の
宗
教
団
体
が
比
較
的
良
質
の
楽
器
を
大
量
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
購
入
し
た
り
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
も
目
立
っ
て
き
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
の
楽
器
作
り
は
、
プ
ロ
の
音
楽
家
の
厳
し
い
要
求
に
応
じ
る
た
め
に
時

間
と
手
間
を
か
け
て
と
こ
と
ん
音
色
を
追
求
す
る
よ
う
な
名
の
あ
る
楽
器
職
人
と
、
新
た
な
購
買
層
の
多
様
な
ニ
l
ズ
に
応

じ
ら
れ
る
量
産
体
制
を
整
え
た
比
較
的
大
規
模
な
楽
器
メ
ー
カ
ー
に
二
極
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
楽

器
製
作
に
お
け
る
ニ
l

ズ
の
多
様
化
が
、
逆
に
楽
器
自
体
や
音
楽
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
ゆ
く
の
か
、
今
後
も
観
察
を
続
け

て
い
き
た
い
。

電
子
楽
器

歴
史
の
古
い
イ
ン
ド
音
楽
の
世
界
に
、
電
子
楽
器
は
意
外
に
浸
透
し
て
い
る
。
楽
器
店
に
は
多
種
の
、
し
か
も
イ
ン
ド
独
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特
の
電
子
楽
器
が
並
び
、
学
校
で
も
電
子
楽
器
を
使
っ
た
音
楽
活
動
は
活
発
で
あ
る
(
図
犯
)
。
た
だ
し
、
ど
ん
な
楽
器
を

用
い
よ
う
と
も
、
演
奏
さ
れ
る
音
楽
は
圧
倒
的
に
イ
ン
ド
音
楽
が
多
い
点
が
、
イ
ン
ド
な
ら
で
は
の
特
徴
と
い
え
る
。
ま
た
、

電
子
楽
器
の
使
用
は
、
イ
ン
ド
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
界
に
限
定
さ
れ
ず
、
古
典
音
楽
の
演
奏
家
で
さ
え
、
電
子
楽
器
や

電
子
的
増
幅
装
置
を
古
典
音
楽
に
使
用
す
る
こ
と
に
わ
り
と
抵
抗
が
な
い
。

イ
ン
ド
音
楽
に
お
い
て
電
子
楽
器
を
使
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。
例
え
ば
、
実
際
の
楽
器
よ
り
小
型
で
携
帯
に
便
利
、

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
電
子
楽
器
が
あ
り
選
択
の
幅
が
広
い
、
良
質
の
楽
器
を
買
っ
た
り
伴
奏
者
を
雇
っ
た
り
す
る
経
費
を

考
え
れ
ば
安
価
で
あ
る
、
絶
対
音
を
提
供
す
る
楽
器
に
乏
し
い
た
め
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
便
利
、
ア
ナ
ロ
グ
楽
器
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
困
難
に
す
る
高
温
多
湿
の
気
候
に
は
影
響
さ
れ
な
い
、
な
ど
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
時
に
は
数
時
間
に
お

よ
ぶ
演
、
奏
や
練
習
に
お
い
て
、
古
典
音
楽
に
不
可
欠
な
ド
ロ
l

ン
や
単
純
な
太
鼓
の
基
本
パ
タ
ー
ン
の
反
復
を
、
電
子
楽
器

は
疲
れ
を
知
ら
ず
嫌
が
ら
ず
に
続
け
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
音
色
や
外
見
の
違
い
は
大
き
い
か
ら
、
音
楽
家
た
ち
は
電
子
楽
器
と
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
楽
器
と

を
柔
軟
に
使
い
分
け
て
い
る
。
図
犯
は
、
先
に
ミ
ラ
ジ
ュ
・
タ
l

ン
プ
l

ラ
!
の
魅
力
を
語
っ
た
高
名
な
声
楽
家
L
-
K

・

パ
ン
デ
ィ
ト
の
一
九
九
六
年
の
レ
ッ
ス
ン
風
景
で
あ
る
。
生
徒
は
ド
ロ
ー
ン
用
に
は
、
音
質
が
良
い
倍
音
が
聞
こ
え
る
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
タ

l

ン
プ
l

ラ
l

を
演
奏
し
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
O
年
前
に
存
在
し
て
い
た
太
鼓
奏
者
は
電

子
機
器
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
パ
ン
デ
ィ
ト
自
身
が
好
み
の
速
度
や
リ
ズ
ム
周
期
に
調
節
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
電
子

打
楽
器
は
、
楽
器
の
種
類
も
拍
子
も
基
本
的
ピ
ッ
チ
も
音
楽
家
の
好
き
な
よ
う
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
興
こ
そ
で

き
な
い
が
、
生
身
の
人
間
で
は
限
界
が
あ
る
よ
う
な
技
術
的
に
高
度
な
パ
タ
ー
ン
を
指
定
し
て
も
、
長
時
間
の
練
習
に
も
、

機
械
は
黙
々
と
つ
き
あ
っ
て
く
れ
る
。
相
当
熟
練
し
た
太
鼓
奏
者
が
い
な
く
て
も
自
由
に
練
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
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図38

図39

は
、
古
典
音
楽
人
口
の
す
そ
野
を
広
げ
る

こ
と
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
最
も
現
代
的

な
機
械
が
古
典
音
楽
の
伝
統
と
演
奏
水
準

を
保
持
す
る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
い
る
の

は
興
味
深
い
。

184 

日
本
か
ら
の
外
来
楽
器
の
活
躍
一
パ
ン

日
ン
ヨl
l

大
正
琴
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、

大
正
元
(
一
九
二
己
年
、
名
古
屋
大
須

森
田
屋
旅
館
の
長
男
で
発
明
家
の
森
田
吾

郎
(
本
名
川
口
仁
三
郎
)
が
発
明
し
た
、
従
来
の
二
弦
琴
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
よ
う
な
キ

l

を
取
り
付
け
た
楽
器
で
あ

る
。

弦
を
押
さ
え
る
た
め
に
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
と
同
様
の
配
列
で
キ

l

を
と
り
つ
け
た
こ
と
で
、
初
心
者
で
も
音
高
が
把
握
し

や
す
く
演
奏
し
や
す
く
、
さ
ら
に
安
価
で
あ
っ
た
た
め
、
家
庭
用
楽
器
と
し
て
大
正
時
代
に
大
流
行
し
た
。
ま
た
、
従
来
の

日
本
の
琴
・
等
の
弦
は
絹
製
だ
っ
た
が
、
大
正
琴
に
は
金
属
製
の
弦
が
用
い
ら
れ
た
た
め
、
音
色
も
か
な
り
斬
新
に
響
い
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
[
金
子
一
九
九
五
、
金
子
監
修
二O
O

三
、
村
山
一
九
九
五
]
。
図
的
は
今
日
の
大
正
琴
の
一
例
で

ふ
り
ヲ
@
。

そ
の
よ
う
に
出
自
の
は
っ
き
り
と
し
た
日
本
の
楽
器
だ
が
、
発
明
後
ま
も
な
く
世
界
各
地
に
伝
わ
り
、

一
部
は
今
日
も
形



を
変
え
て
現
地
で
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
ら
し
い
。
大
正
琴
か
ら
直
接
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
楽
器
は
、
少
な
く
と
も
、

東
ア
ジ
ア
(
旧
満
州
な
ど
中
国
大
陸
部
、
台
湾
)
、
東
南
ア
ジ
ア
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
リ
島
、
ロ
ン
ボ
ク
島
)
、
西
・
南
ア

ジ
ア
(
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
)
、
パ
リ
島
、
イ
ン
ド
、
台
湾
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
部
分
的
報
告

は
あ
る
が
、
伝
播
の
過
程
や
分
布
な
ど
の
詳
細
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
の
で
、
共
同
研
究
で
各
地
域
の
大
正
琴
の
実
態
に
つ

4
;

(臼
)

い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

図
引
は
イ
ン
ド
の
ム
ン
パ
イ
の
大
正
琴
(
バ
ン
ジ
ョ
ー
)
製
作
者
と
楽
器
、
図
犯
は
調
査
で
「
発
見
」
し
た
パ
リ
島
の
大

正
琴
(
ノ
リ
ン
)
で
あ
る
[
梅
田
二
O

一
O

一
七
一
j

八
三
]
。
イ
ン
ド
の
大
正
琴
は
「
バ
ン
ジ
ョ
ー
」
「
プ
ル
プ
ル
タ
ラ

インド音楽の世界
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ン
グ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
電
子
増
幅
装
置
を
つ
け
て
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
よ
う
な
派
手
な
演
奏
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
す
る
楽
器

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
映
画
音
楽
な
ど
の
大
衆
音
楽
や
、
カ
ッ
ワ
l

リ
ー
な
ど
の
宗
教
音
楽
な
ど
、
古
典
音
楽
以
外
の
庶
民
の

音
楽
で
大
活
躍
し
て
い
る
。

186 

7 

お
わ
り
に
|
|
楽
器
に
見
る
イ
ン
ド
の
人
々
の
音
楽
へ
の
こ
だ
わ
り

以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
楽
器
を
切
り
口
に
、

最
後
に
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
お
く
。

第
一
に
、
イ
ン
ド
は
楽
器
の
種
類
が
圧
倒
的
に
多
い
「
楽
器
の
宝
庫
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
北
か
ら
南
ま
で
自
然
環
境
の

多
様
性
を
反
映
し
た
素
材
の
豊
富
さ
の
た
め
で
あ
り
、
同
時
に
、
言
語
・
宗
教
・
複
雑
な
社
会
階
層
か
ら
く
る
多
種
の
音
楽

形
態
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
目
的
や
担
い
手
が
違
え
ば
、
違
う
楽
器
で
違
う
音
楽
を
行
う
こ
と
に

対
す
る
こ
だ
わ
り
の
反
映
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
は
、
音
色
へ
の
強
い
執
着
で
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
タ
ー
ル
や
タ
l

ン
プ
l

ラ
ー
な
ど
の
弦
楽
器
の
サ
ワ
リ
音
(
ジ
ュ

ワ
l

リ

l
)
の
調
整
、
多
数
の
共
鳴
弦
の
設
置
、
ド
ロ
l

ン
専
用
楽
器
や
双
管
楽
器
の
ド
ロ
l

ン
管
な
ど
ド
ロ
l

ン
機
能
を

備
え
た
楽
器
の
存
在
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
数
々
の
こ
だ
わ
り
か
ら
、
誰
が
聞
い
て
も
「
い
か
に
も
イ
ン
ド
ら
し
い
響

き
」
と
感
じ
ら
れ
る
楽
器
の
音
色
が
保
た
れ
て
い
る
。

第
三
は
、
逆
に
外
来
楽
器
・
電
子
楽
器
の
導
入
に
関
す
る
こ
だ
わ
り
の
な
き
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
日
本
の
伝
統
音
楽
は

日
本
の
伝
統
楽
器
で
行
う
の
が
当
た
り
前
だ
が
、
イ
ン
ド
の
人
々
は
、
楽
器
自
体
の
出
自
や
歴
史
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
そ
の

イ
ン
ド
の
人
々
が
音
楽
に
こ
め
た
独
特
の
こ
だ
わ
り
を
眺
め
て
き
た
。



楽
器
が
「
自
分
た
ち
の
音
楽
に
適
し
て
い
る
・
い
な
い
」
と
い
う
基
準
で
取
捨
選
択
す
る
。
ひ
と
た
び
有
用
と
見
た
楽
器
は
、

西
洋
楽
器
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
あ
れ
ハ
ル
モ
ニ
ウ
ム
で
あ
れ
、
日
本
の
大
正
琴
で
あ
れ
、
ヤ
マ
ハ
や
カ
シ
オ
な
ど
の
電
子
楽

器
で
あ
れ
、
抵
抗
な
く
自
分
た
ち
の
音
楽
に
取
り
込
ん
で
し
ま
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
音
楽
は
あ
く
ま
で
イ
ン
ド
音
楽
の

ま
ま
で
あ
り
、
楽
器
を
送
り
出
し
た
側
の
音
楽
の
影
響
は
ふ
て
ぶ
て
し
い
ま
で
に
受
け
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
イ
ン

ド
に
の
み
見
ら
れ
る
独
特
の
発
想
で
、
裏
返
せ
ば
、
楽
器
の
出
自
を
問
わ
ず
、
イ
ン
ド
音
楽
ら
し
さ
を
保
ち
続
け
る
こ
と
に

対
す
る
こ
だ
わ
り
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

そ
し
て
、
第
四
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l

の
神
々
と
音
楽
と
楽
器
と
の
親
密
な
関
係
で
あ
る
。
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
l

女
神
と
ヴ
ィ

l

ナ
l

、
シ
ヴ
ァ
神
と
ダ
マ
ル
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
神
と
横
笛
と
い
っ
た
、
神
々
と
楽
器
や
音
楽
と
の
密
接
な
関
係
が
今
日
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
、
最
も
イ
ン
ド
ら
し
い
こ
だ
わ
り
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

図
出
典
一
覧

図
幻
・
2

ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
H
P

図
お
・
幻
・
詑
イ
ン
ド
で
印
刷
さ
れ
た
大
衆
宗
教
画

(
1
)小
泉
文
夫
教
授
の
収
集
に
な
る
楽
器
全
六
四
三
点
を
整
理
し
、
『
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
小
泉
丈
夫
記
念
資
料
室
所
蔵
楽
器
目

録
』
(
芸
術
研
究
振
興
財
団
、
一
九
八
七
年
)
と
し
て
出
版
し
た
。

(
2
)小
泉
文
夫
記
念
資
料
室
所
蔵
楽
器
目
録
(
東
京
芸
術
大
学
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
)

Z
G
一
\
\
当
当
者
-m
a仏
包
-
R
-V
\】
白σ
印
\
w
a
g
s
-
\
m
n
m

之
宮
骨
×
-
Z
B
]
(二O
一
一
年
一
O
月
現
在
)

(
3
)身
近
な
音
具
た
ち
(
京
都
教
育
大
学
教
育
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
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z
q
…
\
\
巧
当
者
N
・
可
同
ヨ
白
『
ω
-
n
o
]
匂
\
ロ
\
日
内

O
}内
向
目
\
日
ロ
門
同

o
x
-z
s
-

お
ん
が
く
世
界
め
ぐ
り
コ
l

カ
イ
記
(
ヤ
マ
ハ
玄
5
w
d
〈
与
包
括
R
5
0
)

Z
G
一
\
\
者
当
者
N
-
M
お
ヨ
釦
宮ω
-
n
0・Z
\己
\
}
内
O
K包
\
宮
門
凶
作

M
-z
s
-

ほ
か

共
同
研
究
「
楽
器
に
お
け
る
わ
ざ
学
の
伝
承
と
グ
ロl
パ
リ
ゼ
l

シ
ョ
ン
」
に
関
わ
る
ホ
l

ム
ベ
l

ジ

Z
G
K
\巧当
者

・}
4
0
}
Q
o
l
c

・曲
。
・E
\
Oロm
mじ
2
\
Eロ
白
}
内
白
\
}
内
白
}
向
。
ロ

(
4
)共
同
研
究
の
報
告
と
し
て
、
[
田
中
二
O
O
五
b
]
が
あ
る
。

(
5
)例
え
ば
、
「
音
楽
」
「楽
器
」
ほ
か
[
辛
島
ほ
か
監
修
一
九
九
二
]
、
「
イ
ン
ド
」
[
岸
辺
ほ
か
編
一
九
八
二
、
「
イ
ン
ド
」
「
ヴ

ィ

l

ナ
l

」
「
シ
タ
ー
ル
」
ほ
か
の
項
目
[
海
老
津
ほ
か
編
二O
O

二
]
、
[
デl
ヴ
ァ
一
九
九
四
]
[
田
中
一
九
八
九
]
[
ラ
l

ガ

ヴ
ア
ン
編
二
O
O

ニ
な
ど
。

(
6
)ド
ロ
l

ン
(
仏
円
。
ロ
巾
)
は
、
本
来

、

ハ
チ
の
プ
l

ン
と
い
う
羽
音
の

意
で
、
転
じ
て
、
音
楽
に
お
い
て
は
鳴
り
続
け
る
持
続
音

を
さ
す
。

し
ば
し
ば
「
通
奏
低
音
」
と
訳
さ
れ
る
が
音
楽
に
よ
り
必
ず
し
も
低
音
と
は
い
え
な
い
。

(
7
)成
立
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
ほ
ぽ
紀
元
前
二
世
紀
頃
か
ら
後
五
世
紀
頃
に
パ
ラ
タ
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
大
勢
の
著

者
に
書
き
継
が
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
に
よ
る
演
劇
百
科
事
典
の
よ
う
な
審
物
。

(
8
)ス
ィ
ク
寺
院
の
中
で
行
わ
れ
る
聖
歌
の
朗
読
は
「
シ
ャ
プ
ド
・
キ
i

ル
タ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
。
詳
し
く
は
[
田
中
ニ
O
O
八
一

一
四
八
|
一
四
九
、
二
六
八
l

二
六
九
]
参
照
。

(
9
)「
ふ
く
べ
」
も
し
く
は
「
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
」
の
類
の
植
物
と
楽
器
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
[
大
野
二
O
O

一
一
一
O

一l

一
一
一
一
一
]

に
詳
し
い
。

(
叩
)
「
ラ
ビi
ン
ド
ラ
ナ
l

ト
・
タ
ゴ
i

ル
」
は
ヒ
ン
デ
ィl
語
発
音
や
英
語
な
ま
り
を
含
む
発
音
の
表
記
で
あ
る
。
本
来
の
ベ
ン
ガ

ル
語
発
音
を
重
視
し
て
こ
れ
を
表
記
す
れ
ば
「
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ト
・
タ
ク
ル
」
の
よ
う
に
な
り
、
対
象
と
す
る
人
物
も
「
シ
ュ
リ
ン

ド
ロ
・
モ
ホ
ン
・
タ
ク
ル
」
に
な
る
。
し
か
し
、
一
般
の
読
者
を
対
象
と
す
る
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
通
称
の
タ
ゴ
ー

ル
と
ヒ
ン
デ
ィ
l

語
発
音
を
念
頭
に
置
い
た
表
記
を
と
っ
た
。
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インド音楽の世界

(
日
)
平
成
一
八
|
二
0
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
B

「
芸
術
系
大
学
に
お
け
る
楽
器
資
料
の
教
育
資
源
化
」
(
研
究
代
表
者
一
植
村

幸
生
)
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、
二O
O

六
年
八
月
に
松
村
智
恵
子
氏
と
訪
れ
た
も
の
。

(
ロ
)
英
語
で
は
=
宮
認
が
冨
一
円
℃
ミ
(
ユ
ダ
ヤ
人
の
ハ

l

プ
)
R
E
d司『
ω
召
ョ
(
顎
ハl
プ
)
、
ド
イ
ツ
語
で
は
ε

富
山
口
F
E
B
B
丘
三

(
口
太
鼓
)
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

(
日
)
二
O

一
二
年
は
大
正
琴
誕
生
一
O
O
周
年
と
な
る
。
そ
の
プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト
と
位
置
づ
け
、
二
O

一
O
年
一
二
月
一
一
日
に
名
古

屋
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
音
楽
学
会
中
部
支
部
例
会
で
大
正
琴
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
に
も
と
づ
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

参
考
文
献

井
上
貴
子
二

O
O
七
『
近
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
音
楽
学
と
芸
能
の
変
容
」
青
弓
社

梅
田
英
春
二
O
一
O

「
パ
リ
に
も
た
ら
さ
れ
た
大
正
琴
|
|
タ
パ
ナ
ン
県
プ
ジ
ュ
ン
ガ
ン
村
の
ノ
リ
ン
」
『
ム
l

サ
一
沖
縄
県
立
芸

術
大
学
音
楽
学
研
究
誌
』
第
一
一
号
、
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
研
究
室
、
七
一
|
八
三
頁

大
野
幹
夫
ニ

O
O

一
「
イ
ン
ド
の
楽
器
の
素
材
と
し
て
の
d
g
丘
W
I
l
l

日
本
伝
来
の
事
情
と
そ
の
利
用
」
『
イ
ン
ド
音
楽
研
究
』

七
号
、
一
O

一
ー
一
二
二
頁

岡
田
恵
美
ニ

O
O

九
「
イ
ン
ド
鍵
盤
楽
器
考
|
|
楽
器
の
グ
ロ
ー
カ
ル
化
と
ロ
ー
カ
ル
文
化
の
再
編
」
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
音

楽
研
究
科
博
士
論
文
(
二
O
O
九
年
度
東
京
芸
術
大
学
提
出
、
学
位
論
文
)

岡
田
真
紀
一
九
九
五
『
世
界
を
聴
い
た
男
|
|
小
泉
文
夫
と
民
族
音
楽
』
平
九
社

カ
ウ
フ
マ
ン
、
ウ
オ
ル
タ
l

一
九
九
四
『
人
間
と
音
楽
の
歴
史
古
代
イ
ン
ド
』
(
日
本
語
版
制
作
協
力

友
社
(
巧
回
-
Z『
間
宮
内
包
白
ロ
ロ
・5∞
H
・
ミ
s
s
h
a忌
民
町
宮
町H
i
N
W凡
た
な
き~
k
曲
目
安
h
m
g
-
Z
6
N
-
m
)

金
子
敦
子
一
九
九
五
『
大
正
琴
の
世
界
』
(
大
正
琴
協
会
)
音
楽
之
友
社

l
l
l
l

監
修
二

O
O
三
『
大
正
琴
図
鑑
』
全
音
楽
譜
出
版
社

辛
島
昇
ほ
か
監
修
一
九
九
二
「
南
ア
ジ
ア
を
知
る
事
典
」
平
凡
社

島
国
外
志
夫
)
音
楽
之

189 



岸
辺
成
雄
ほ
か
編
一
九
八
一
『
音
楽
大
事
典
』
平
凡
社

図
中
多
佳
子
一
九
八
九
「
南
ア
ジ
ア
の
民
衆
音
楽
」
『
岩
波
講
座

l
一
七
八
頁

l
i
l
l
-
九
九

O

「
カ
ッ
ワ
l
リ
l
|
|
南
ア
ジ
ア
の
ス
l
フ
ィ

i
の
歌
」
水
野
信
男
編
『
儀
礼
と
音
楽I

宗
教
編
』
東
京
書
籍
、
五
七1
九
O
頁

l
i
-
-
二

O
O
五
a

「
信
仰
と
音
楽1
1

南
ア
ジ
ア
の
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
と
歌
」
樫
井
哲
男
・
水
野
信
男
編
『
諸
民
族
の
音
楽
を

学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
O
九
|
二
三
O
頁

I
l
l
l
二

O
O
五
b

「
南
ア
ジ
ア
の
楽
器
産
業
に
み
る
伝
統
と
近
代
化
お
よ
び
西
洋
化
の
相
克
」
『
近
現
代
ア
ジ
ア
・
オ
リ
エ
ン
ト

文
化
圏
に
お
け
る
音
楽
伝
統
の
継
承
と
変
容
』
(
平
成
一
五
l
一
六
年
度
科
学
研
究
賛
成
果
報
告書、
研
究
代
表
者
一
柘
植
元
二

三
四
1

四
三
頁

i
l
-
-

ニ
O
O
七
「
ミ
ラ
ジ
ナ
タ
ー
ン
プ
l
ラ
ー
は
な
ぜ
良
い
の
か
|
|
イ
ン
ド
の
楽
器
職
人
た
ち
の
系
譜
と
現
状
に
関
す
る

一
考
察
」
『
京
都
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
一
一O
号
、
一
一
一
l
一
二
九
頁

i
l
l
-
二

O
O
八
『
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
の
集
団
歌
話
|
|
神
と
人
と
の
連
鎖
構
造
』
世
界
思
想
社

'
I
l
i

s

-
井
上
貴
子
一
九
九
六
「
南
ア
ジ
ア
」
柘
植
元
一
・
植
村
幸
生
編
『
ア
ジ
ア
音
楽
史
』
音
楽
之
友
社
、

日
本
の
音
楽
・
ア
ジ
ア
の
音
楽
』
別
巻E
、
岩
波
書
店
、

一
六
七

190 

世
界
宗
教
・
民
族

一
→
一
二
l
一
四O

頁
塚
原
康
子
二

O

一
O

「
明
治
一O
年
S

・

M
-
タ
ゴ
l
ル
が
日
本
に
寄
贈
し
た
イ
ン
ド
楽
器
と
音
楽
番
」
藤
井
知
昭
・
岩
井
正
浩
編

『
音
の
万
華
鏡
|
|
音
楽
学
論
叢
』
岩
図
書
院
、
三O
五
|
三
二
六
頁

デ
|
ヴ
ァ
、
B

・

C
-

九
九
四
『
イ
ン
ド
音
楽
序
説
』
(
中
川
博
志
訳
)
東
方
出
版
(
∞
-
n・
ロ2
ω
-
E
∞F
E
H
可
。h
p
h
a
s
s
i
s
n昏お

h
h
s吟
・
2
σ
-
w同
氏
。
ロ
巴
三
回
目op
宮
古
-
a弓

O
片
岡
口
問
。
円
円

E

巴
O
ロ

ω
ロ
仏
∞
円
。
包g

印
包
括
・
の04
0
円
ロ
5
0

ロ
件
。
ご
ロ
島
ω
)

海
老
湾
敏
ほ
か
編
二

O
O
二
『
新
編
音
楽
中
辞
典
』
音
楽
之
友
社

村
山
和
之
一
九
九
五
「
南
・
西
ア
ジ
ア
大
正
琴
事
情
」
『
イ
ン
ド
音
楽
研
究
」
第
五
号
、
四
l
三
四
頁



σ、
<

lト-~t--ト入':>曙 11001 r委員削+.!+l'~ヨE経一一γ 入L如桜似品J総r-O口 -<J (抹斗似トト .æモト持、制トト恒)様相E柳

坦 (v. Raghavan (ed.). 1976. Com.ρosers: Cultural Leaders 01 India. New Delhi: PubIications Division, 

Ministry of Information and Broadcasting, Govt. of India) 

Susheela, Misra. 1981.“ Ustad Abdul Karim Khan て Great Maters 01 Hindustani Music. New Delhi: HEM 

PubIishers, pp. 78-84 

Tagore, Sourindra Mohan. 1877. Short Notices 01 Hindu Musical Instruments. CaIcutta: Ashutosh Ghose & 

Co., 1877 

昧
判
事
円
、
桜
如
勺
{
入
γ



主
要
著
作
に
『
流
動
す
る
ネ
パ

l

ル
|
地
域
社
会
の
変
容
』

(
編
著
、
東
京
大
学
出
版
会
、
ニO
O
五
年
)
な
ど
。

476 



東アジア研究所講座

南アジアの文化と社会を読み解く

2011年11月 30 日 初版第 l 刷発行

編者一一一一鈴木正崇

発行者一一一一度慮義塾大学東アジア研究所

代表者添谷芳秀

干108-8345 東京都港区三回2-15-45

TEL 03-5427-1598 

発売所一一一一度慮義塾大学出版会株式会社

干108-8346 東京都港区三回2-19-30

TEL 03-3451-3584 FAX 03-3451-3122 

裳丁一一一一渡辺海子

印刷・製本一一中央精版印刷株式会社

カバー印刷一一株式会社太平印刷社

。2011 Masataka Suzuki 

Printed in ]apan ISBN978-4-7664-1902-3 

落丁・乱丁本はお取替いたします。



目

次

ま
え
が
き

南
ア
ジ
ア
の
文
化
と
社
会
を
読
み
解
く

イ
ン
ド

祈
り
の
造
形
ー
ー
か
た
ち
か
ら
意
味
を
読
み
解
く
・

-
儀
礼
的
床
絵
の
世
界

/
2

豊
能
の
文
様
/
3

プ
ロ
ト
儀
礼
と
呪
調
の
チ

ョ
ラ

/
4

床
絵
の
広
が
り

/
5

床
絵
と
壁
画
/
6

民
俗
画
か
ら
民
族
画

へ
/
7

絵
語
り
の
世
界

民
衆
ヒ
ン
ド
ゥ
!
教
と
は
何
か

ー

l

イ
ン
ド
・
ラ

l

ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
メ
l

ワ
l

ル
地
方
の
事
例
を
中
心
に

-
民
衆
ヒ
ン
ド
ゥ
l

教
の
世
界
/
2

現
世
利
益
を
求
め
る
簡
素
な
実
践
/
3

触
知
可
能
な
神
へ
の
信
仰
/
4

教
義
の
壁
を
乗
り
越
え
る
/
5

民
衆
ヒ
ン
ド

ゥ

l

教
と
現
代
イ
ン
ド
社
会

イ
ン
ド
の
聖
地
と
環
境
問
題
|
|
聖
地
パ
ナl
ラ
ス
に
お
け
る
生
活
と
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
:
:
:
:
:
宮
本

鈴
木

正
崇

西

正
捷

尾

久
義 稔

35 69 

vll 



ー
は
じ
め
に

/
2

精
神
文
化
の
源
泉
と
し
て
の
水
/
3

ヒ
ン
ド
ゥ

l

教
に

お
け
る
水
の
特
性
/
4

中
宇
宙
た
る
聖
地
パ
ナ
l
ラ
ス
/
5

ガ
ン
ジ
ス
川
の

汚
染
と
浄
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
/
6

お
わ
り
に
|
|
現
代
社
会
に
イ
ン
ド
精
神

文
化
の
投
げ
か
け
る
意
味

北
イ
ン
ド
の
結
婚
式
の
変
化
|
|
チ
ャ
イ
か
ら
コ
l

ラ
へ
・

-
ス
レ
ン
ダ
ル
の
結
婚
/
2

ジ
ャ
イ
マ
l

ル
婚
/
3

モ
バ
イ
ル
時
代
の
結

婚

イ
ン
ド
映
画
一
O
O
年
の
魅
力
l
l

世
界
最
多
製
作
国
の
輝
き
と
変
遷

ー
は
じ
め
に

/
2

イ
ン
ド
映
画
の
特
徴
/
3

イ
ン
ド
映
画
の
一
0
0
年
/

4

経
済
発
展
に
よ
る
変
化
/
5

イ
ン
ド
映
画
と
社
会
|
|
結
び
に
代
え
て

イ
ン
ド
音
楽
の
世
界
l
l

楽
器
に
見
る
人
々
の
「
こ
だ
わ
り
」
::
:
:
:

ー
は
じ
め
に

/
2

イ
ン
ド
音
楽
の
基
礎
知
識
/
3

イ
ン
ド
の
楽
器
を
め
ぐ

っ
て
/
4

イ
ン
ド
の
楽
器
概
観
/
5

ミ
ラ
ジ
ュ
・
タ

l

ン
プ
l

ラ
ー
は
な
ぜ

良
い
の
か
/
6

楽
器
を
通
し
て
見
た
イ
ン
ド
音
楽
の
今
日

/
7

お
わ
り
に

|
|
楽
器
に
見
る
イ
ン
ド
の
人
々
の
音
楽
へ
の
こ
だ
わ
り

木
松

岡

-
田
中
多
佳
子

イ
ン
ド
文
化
の
多
様
性
と
統
一
性
|
|
『
ラ
!
?
l

ヤ
ナ
』
と
カ
レ
l

料
理
を
例
と
し
て
:
:
:
:
:
辛
島

祐
子

VllI 

85 

環

109 147 

昇

193 



ー
は
じ
め
に

/
2

『
ラ
l
マ
l
ヤ
ナ
」
を
め
ぐ
っ
て
|
|
多
様
な
物
語
の
発

展
と
歴
史
的
意
味
/
3

カ
レ
ー
文
化
論
ー
ー
カ
レ
!
と
ミ
ル
ク
に
よ
る
イ
ン

ド
料
理
の
形
成
/
4
お
わ
り
に

南
イ
ン
ド
の
カ
l
ス
ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
l
|
|

ケ
l
ラ
ラ
に
お
け
る
母
系
制
の
変
容
を
中
心
に
・
:
:
:
粟
屋

ー
は
じ
め
に

/
2

ケ
l
ラ
ラ
と
い
う
地
域
/
3

ケ
l
ラ
ラ
に
お
け
る
カ
l

ス
ト
構
成
と
母
系
制
概
要
/
4

母
系
制
の
変
容
と
解
体
/
5

む
す
び
に
か
え

て

イ
ン
ド
の
移
民
・
聖
性
の
移
動
・
環
境
変
化

|
|
聖
な
る
水
、
グ
ン
ガ
l
・
ジ

ャ
ル
を
め
ぐ
っ
て
:

ー
は
じ
め
に

/
2

イ
ン
ド
移
民
史
概
観
/
3

商
品
化
さ
れ
た
「
本
l
リ

l
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
ガ
ン
ガ
!
・
ジ
ャ
ル/
4

在
外
イ
ン
ド
人
と
ガ
ン
ガ
l


ジ
ャ
ル
/
5

神
聖
大
河
、
ガ
ン
ガ
l
/
6
汚
染
大
河
、
ガ
ン
ガ
l
/
7
ガ

ン
ガ
l
の
浄
化
運
動
/
8

ガ
ン
ガ
ー
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
、
ど
う
変
わ
る
の

か
/
9

お
わ
り
に
|
|
魂
と
モ
ノ
と
の
調
和
を
目
指
し
て

次

ヨ
ー
ガ
の
要
諦
と
ヨ
l
ガ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ぐ
っ
て
・
:

ー
ヴ
ェ
ー
ダ
の
「
祈
る
宗
教
」
と
ヨ
l
ガ
の
「
膜
想
す
る
宗
教
」|
i

イ
ン

ド
宗
教
の
二
大
要
素/
2

『
ヨ
l
ガ
・
ス
l
ト
ラ
』
の
ア
シ
ュ
タ
l
ン
ガ
・
ヨ

目

山
下

利
江

重
松

伸
司

博
司

219 253 281 

1X 



ア
ル
シ
ヤ

l

ガ
/
3

真
我
の
独
存
|
|
古
典
的
ヨl
ガ
が
窮
極
的
に
目
指
す
も
の

/
4

後
期
ヨ
l

ガ
(
ハ
タ
ヨ
ー
ガ
)
の
展
開
/
5

ハ
タ
ヨ
l

ガ
と
一
元
論
思
想
/

6

ヨ
l

ガ
と
苦
行
l
l

似
て
非
な
る
も
の
/
7

ヨ
|
ガ
の
氾
濫
と
グ
ロ
l

パ

リ
ゼ
l

シ
ョ
ン

/
8

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ヨ
l

ガ
|
|
伝
統
と
創
意
の
現
場
か

ら

/
9
ヨ
l

ガ
の
将
来
に
向
け
て
|
|
結
び
に
か
え
て

パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
の
N
G
o
-
-

ハ
ム
ダ
ル
ド
の
理
念
と
活
動

j
i
-
-
:

・
:
:
:
:
:
子
島

ー
は
じ
め
に

/
2

ム
ス
リ
ム
の
価
値
観
/
3

善
行
の
制
度
化
/
4

ハ
ム
ダ

ル
ド
の
始
ま
り
/
5

ハ
ム
ダ
ル
ド
財
団
(
パ
キ
ス
タ
ン
)
/
6

学
園
都
市
/

7

成
果
と
展
望

ベ
ン
ガ
ル
の
パ
ウ
ル
の
世
界

|
|
フ
ォ
キ
ル
・
ラ
ロ
ン
・
シ
ャ
ハ
に
お
け
る
多
元
的
な
宗
教
世
界
と
身
体
の
修
行

ー
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
世
界
遺
産
/
2

ベ
ン
ガ
ル
の
パ
ウ
ル
/
3

パ
ウ
ル

の
導
師
・
ラ
ロ
ン
・
フ
ォ
キ
ル
/
4

南
ア
ジ
ア
の
口
頭
伝
承
の
世
界
/
5
身

体
の
宇
宙
論
〆
6

イ
ン
ド
密
教
と
パ
ウ
ル
/
7

ス
l

フ
イ
ズ
ム
と
ラ
ロ
ン
/

8

宗
教
の
多
元
性
を
体
現
す
る
ラ
ロ
ン
/
9

一
フ
ロ
ン
が
残
し
た
も
の

外
)/1 

ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
族
問
題
と
N
G
O

活
動

ー
は
じ
め
に

/
2

仏
教
と
シ
ン
ハ
ラ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
/
3

溢
谷

和
平
へ
の

昌
彦

利
雄

x 

進

307 331 367 



動
き
と
内
戦
再
燃
/
4

津
波
災
害
と
復
興
活
動
/
5

お
わ
り
に

「
仏
教
王
国
プl
タ
ン
」
の
ゆ
く
え
|
|
民
主
化
め
中
の
選
挙
と
仏
教
僧

ー
は
じ
め
に
|
|
僧
侶
の
統
べ
る
国
か
ら
、
王
の
統
べ
る
国
へ

/
2

国
籍
法

か
ら
み
る
「
プ
l

タ
ン
人
」
の
境
界
の
変
遷
/
3

文
化
政
策
と
環
境
政
策
の

接
合
/
4

民
主
化
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
選
挙
と
そ
の
概
要
/
5

選
挙
に
み
る

「
プ1
タ
ン
市
民
」
の
境
界
/
6

プ
l

タ
ン
社
会
に
お
け
る
仏
教
界
の
位
置
づ

け
/
7

お
わ
り
に
|
|
仏
教
王
国
プl
タ
ン
の
ゆ
く
え

流
動
す
る
ネ
パ
l

ル
、
あ
ふ
れ
る
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地

、

ー
は
じ
め
に

/
2

ネ
パ
l

ル
の
地
理
、
言
語
、

変
化
/
4

お
わ
り
に

人
々
/
3

近
年
の

歴
史
、

執
筆
者
紹
介

473 

※
各
章
の
写
真
で
出
典
表
記
の
な
い
も
の
は
、
執
筆
者
の
撮
影
に
よ
る
。

次目

宮
本

石
井

万
里

397 

t専

435 

xl 



この頁に掲載のものは全て

著者と出版者及び

慶慮義塾大学東アジア研究所の

掲載許可を受けています。


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24
	25
	26
	27
	28
	29
	30
	31
	32
	33
	34
	35
	36
	37
	38
	39
	40
	41
	42
	43
	44
	45
	46
	47
	48
	49
	50
	51
	52
	53

